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ち
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地
域
お
こ
し
協
力
隊 

―

高
校
魅
力
化
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
タ
ー

長
谷
川 

夕
起
さ
ん

　

３
月
末
に
４
年
間
の
任
期
を
終
え
退
任
さ
れ
る
長
谷
川
さ
ん
。
京
都
府
公

立
高
校
初
の
『
高
校
魅
力
化
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
タ
ー
（
以
下
、「
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー

タ
ー
」）』
と
し
て
駆
け
抜
け
た
４
年
間
。
加
悦
谷
高
校
と
宮
津
天
橋
高
校
加
悦

谷
学
舎
（
以
下
、「
加
悦
谷
学
舎
」）
で
活
動
し
た
日
々
に
つ
い
て
伺
い
ま
し
た
。

は
せ
が
わ 

ゆ
う
き 

／ 

兵
庫
県
出
身

平
成
31
年
４
月
、地
域
お
こ
し
協
力
隊
制
度
を
活
用
し
京
都
府
公
立
高
校
初
の「
高
校
魅
力
化
コ
ー
デ
ィ

ネ
ー
タ
ー
」
と
し
て
、
府
立
加
悦
谷
高
等
学
校
（
現
宮
津
天
橋
高
等
学
校
加
悦
谷
学
舎
）
に
着
任
。
地

域
に
開
か
れ
た
学
校
を
目
指
し
、
総
合
的
な
探
究
の
時
間
の
カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
構
築
やKayadani

仕

事
図
鑑
の
実
施
、
高
校
生
の
視
点
で
町
の
魅
力
を
発
信
す
る
「
よ
さ
の
高
校
生
広
報
室
＠
み
ら
い
」
の

立
ち
上
げ
な
ど
に
取
り
組
み
、
３
月
末
に
任
期
を
迎
え
４
年
間
の
活
動
を
終
え
ら
れ
ま
す
。

「高校魅力化」って何？

　高校魅力化は、社会に開かれた学校
を推進し、生徒と地域住民との共学に
よって「地域を元気にするために都会
の大学で学んで戻ってきたい」と考え
る若者と、「若者がここに帰ってきた
いと思える町をつくりたい」という地
域住民の相乗効果により、魅力ある学
校と魅力ある地域を共創していくこと
を目的としています。
　本町と宮津天橋高校加悦谷学舎で
は、両者にとってより良い協働、より
良い方向性、あるべき関係性を明らか
にするため令和４年３月に「与謝野町
高校魅力化ビジョン」を策定しました。

与謝野町高校魅力化
ビジョンはこちら

か
」
を
考
え
始
め
て
い
た
こ
ろ
に
、
与
謝

野
町
が
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
タ
ー
を
募
集
し
て

い
る
こ
と
を
聞
き
、
何
を
す
る
か
も
わ
か

ら
な
い
ま
ま
面
接
を
受
け
た
の
が
き
っ
か

け
で
し
た
。「
魅
力
化
」
と
い
う
文
脈
も

初
め
て
で
、
最
初
は
生
徒
の
前
で
授
業
し

た
り
、
語
り
た
い
と
思
っ
て
い
ま
し
た
。

―
― 

コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
タ
ー
と
し
て
実
施

し
て
き
た
こ
と
を
教
え
て
く
だ
さ
い
。

　
高
校
魅
力
化
の
ミ
ッ
シ
ョ
ン
「
地
域
の

子
ど
も
た
ち
が
通
い
た
い
と
思
え
る
高
校

に
す
る
」
と
い
う
背
景
は
理
解
し
て
い
ま

し
た
が
、
具
体
的
に
学
校
と
し
て
ど
こ
を

目
指
し
た
い
の
か
が
わ
か
ら
ず
、
校
長
先

生
に
聞
き
に
行
っ
た
こ
と
も
あ
り
ま
し

た
。
そ
の
中
で
、
一
年
目
か
ら
総
合
的
な

探
究
の
時
間
（
以
下
、「
探
究
」）
の
カ
リ

キ
ュ
ラ
ム
作
り
に
関
わ
ら
せ
て
も
ら
い
ま

し
た
。
何
よ
り
、
与
謝
野
町
を
フ
ィ
ー
ル

ド
に
、
地
域
資
源
を
生
か
し
た
教
育
環
境

を
加
悦
谷
学
舎
の
先
生
と
一
緒
に
作
れ
た

こ
と
が
大
き
か
っ
た
で
す
。

「
言
語
化
」
す
る
こ
と
が
大
切

　　

探
究
の
カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
作
り
も
で
す

が
、
生
徒
と
何
か
を
作
り
上
げ
る
こ
と
や

生
徒
た
ち
が
動
い
て
い
る
こ
と
の
方
が
印

象
に
残
っ
て
い
ま
す
。「
町
長
対
話
授
業

総
合
的
な
探
究
の
時
間
の
カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
作
り
に

向
け
て
打
ち
合
わ
せ

―
― 

「
高
校
魅
力
化
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー

タ
ー
」
に
挑
戦
し
よ
う
と
思
っ
た
経
緯
な

ど
を
教
え
て
く
だ
さ
い
。

　
も
と
も
と
「
教
育
に
携
わ
り
た
い
」
と

思
っ
て
い
ま
し
た
。
大
学
院
卒
業
後
、
民

間
企
業
に
就
職
し
ま
し
た
が
、
も
っ
と
多

く
の
人
た
ち
に
関
わ
っ
て
い
き
た
い
と
考

え
個
人
事
業
を
立
ち
上
げ
ま
し
た
。
で
も

鳴
か
ず
飛
ば
ず
で
…
。
個
人
事
業
を
始
め

て
３
年
目
。「
本
当
に
や
り
た
い
こ
と
っ

て
何
だ
っ
け
」
と
自
分
に
問
い
か
け
、「
教

員
免
許
を
持
っ
て
い
な
い
け
ど
、
ど
う

や
っ
た
ら
学
校
や
子
ど
も
に
携
わ
れ
る
の
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まちの 話題話題 お届けします

　綾部市ものづくり交流館で、高校生みら
い会議最終報告会が開催されました。この

事業は、京都府北部への移住・定住促進に取り組む
地域連携事業の一環として、若者の故郷への関心や
愛着をはぐくみ、将来的な人口流出抑制や U ター
ンの促進につなげることを目的に、令和３年度から
企画・実施されています。
　「住むまち、通うまち、学校を越えて高校生が主
役となってやってみたいこと」をテーマに、京都府
北部の高校９校から 20 人の生徒が参加。報告会で
は、市町や学校の垣根を越えてグループに分かれ、
また、実際に地域に出向き「自分たちの考えたテー
マはどうしたら実現できるか」について昨年７月か
ら取り組んだ成果を報告しました。

● 高校生みらい会議

地域を超えた企画案を報告

4
2

　福知山市の御霊公園前をスタート、同市
の三段池公園総合体育館前をゴールとする

「第 45 回京都府民総合体育大会市町村対抗駅伝競
走（31.4 ㎞／８区間）」が晴天のもと開催され、与
謝野町から２チームが出場しました。
　新型コロナウイルス感染症の影響で３年ぶりの開
催となった本大会には、「市町村対抗の部」に21チー
ム、「市町村チャレンジの部」に８チームが出場。
市町村対抗の部は、４区の河原林さんが区間３位の
力走を見せるなど１時間 47 分 04 秒で 11 位。ま
た、チャレンジの部においても懸命にたすきをつな
ぎ、１時間 53 分 16 秒で６位という成績を残して
くれました。アンカーをつとめた松尾さんと安見さ
んは「新型コロナ感染やケガもあったが、子どもか
ら大人までチーム
としてゴールまで
たすきを届けるこ
とができた。来年
は良い成績が残せ
るように頑張りた
い」と振り返って
くれました。

● 第 45 回京都府民総合体育大会市町村対抗駅伝競争

チームでゴールに届けたたすき

12
2

出場選手の皆さん（敬称略）

第１区
第２区
第３区
第４区
第５区
第６区
第７区
第８区

佐
さ さ き

々木和
かず

代
よ

（明石）

松
まつもと

本　桃
もも

奈
な

（石川）

平
ひら

井
い

　迅
じん

（四辻）

河
かわ

原
ら

林
ばやし

遼
はる

（四辻）

小
こ

池
いけ

　千
せん

樹
じゅ

（上山田）

福
ふく

井
い

　楽
がく

（幾地）

木
き

﨑
ざき

　柚
ゆず

希
き

（弓木）

松
まつ

尾
お

　哲
あきひろ

裕（石川）

三
み

上
かみ

　優
ゆ め

芽（幾地）

大
おおまつ

松　琉
る り

莉（岩滝）

吉
よし

田
だ

　雅
まさひろ

広（幾地）

田
た

村
むら

　悠
ゆうせい

惺（岩滝）

桝
ますやま

山　功
こう

太
た

（男山）

廣
ひろ

瀨
せ

　捷
しょう

 太
た

（下山田）

山
やまうち

内　美
み ほ

歩（幾地）

安
やす

見
み

　一
かずのり

徳（上山田）

・
・
・
・
・
・
・
・

※ 市町村対抗の部（左）、市町村チャレンジの部（右）

ゴールテープを切る松尾さん

たすきを受けとり勢いよく走り出す 2 区の松本さん（左）と大松さん（右）

　みょうがの育ち具合でその年の稲作の
豊作を占う伝統神事「みょうが祭」が、

須代神社（明石）において明石区長や氏子総代をは
じめ関係者出席のもと行われました。この神事は、
明治 30 年代ころから始まったとされ、例年この時
期に行われています。
　神事では、境内の「みょうが田」に植えられた
早
わ せ

生・中
なか

稲
て

・晩
おく

稲
て

の３つに区分
けされた場所か
らみょうがの育
ちを確認。今年
は「早生」の育
ちが目立ってい
ました。

● みょうが祭

今年は「早生」が豊作

10
2

みょうが田をお祓いを見守る関係者の皆さん

企
画
案
を
発
表
す
る
高
校
生
た
ち

の
実
行
委
員
会
化
」「
よ
さ
の
高
校
生
広

報
室
＠
み
ら
い
」
な
ど
、
仕
掛
け
た
こ
と

に
対
し
て
反
応
や
ア
ク
シ
ョ
ン
が
あ
っ
た

こ
と
の
方
が
楽
し
さ
を
感
じ
ま
し
た
。
そ

の
中
で
「
何
を
す
る
か
で
は
な
く
て
、
大

事
な
の
は
そ
の
あ
と
の
振
り
返
り
。
自
分

た
ち
が
思
っ
た
こ
と
や
気
づ
い
た
こ
と
を

言
語
化
さ
せ
る
こ
と
が
大
事
」
だ
と
気
づ

き
ま
し
た
。

誰
か
に
影
響
を
与
え
る
こ
と
が　

で
き
た
こ
と
は
う
れ
し
か
っ
た

　
あ
る
日
、
突
然
「
長
谷
川
さ
ん
み
た
い

に
な
り
た
い
で
す
」
と
言
っ
て
く
れ
た
生

徒
が
い
ま
し
た
。
め
ち
ゃ
く
ち
ゃ
う
れ
し

か
っ
た
で
す
ね
。
そ
れ
は
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー

タ
ー
に
な
り
た
い
と
い
う
よ
り
か
は
「
地

域
を
つ
な
ぐ
役
割
を
し
て
い
る
、
そ
ん
な

こ
と
が
で
き
る
人
が
い
る
ん
だ
」
と
気
づ

い
て
く
れ
た
の
か
な
と
思
っ
て
い
ま
す
。

一
人
で
も
誰
か
に
影
響
を
与
え
る
こ
と
が

で
き
た
っ
て
い
う
の
は
、
シ
ン
プ
ル
に
う

れ
し
か
っ
た
で
す
。

―
― 

今
後
の
活
動
や
挑
戦
し
た
い
こ
と

を
教
え
て
く
だ
さ
い
。

　

４
月
か
ら
は
別
の
高
校
で
コ
ー
デ
ィ

ネ
ー
タ
ー
を
続
け
る
予
定
で
す
。
こ
の
４

年
間
、
そ
の
と
き
ど
き
で
や
り
た
い
こ
と

を
や
っ
て
き
ま
し
た
が
、「
今
の
２
年
生

が
３
年
生
に
な
っ
た
と
き
に
、
探
究
で
ど

こ
ま
で
実
行
で
き
る
か
を
見
届
け
ら
れ
な

い
こ
と
」
が
心
残
り
で
す
。

　
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
タ
ー
と
し
て
の
活
動
を

と
お
し
て
、
教
育
へ
の
考
え
方
の
探
究
が

深
ま
り
ま
し
た
し
、
自
身
の
働
き
方
や
あ

り
方
に
つ
い
て
学
び
ま
し
た
。「
生
き
る

力
を
育
み
た
い
」「
人
の
成
長
に
関
わ
っ

て
い
き
た
い
」
と
い
う
思
い
は
今
も
変

わ
っ
て
い
ま
せ
ん
。
今
後
は
、
小
中
高
の

一
貫
し
た
学
び
づ
く
り
や
大
人
の
教
育
な

ど
の
仕
組
み
づ
く
り
に
関
わ
っ
て
い
き
た

い
と
考
え
て
い
ま
す
。

―
― 

最
後
に
一
言
お
願
い
ま
す
。

　
加
悦
谷
学
舎
で
は
、
４
月
か
ら
新
た
な

コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
タ
ー
の
も
と
で
高
校
魅
力

化
事
業
を
継
続
す
る
予
定
と
伺
っ
て
い
ま

す
。
こ
の
事
業
の
大
元
は
、
地
域
に
高
校

を
残
し
発
展
さ
せ
て
い
く
こ
と
で
す
。
そ

の
た
め
に
「
地
域
に
愛
さ
れ
て
、
地
域
の

子
ど
も
た
ち
が
通
い
た
い
と
思
う
学
校
づ

く
り
を
し
て
い
く
」、
そ
こ
は
ブ
レ
て
は

い
け
な
い
部
分
で
す
。
私
の
活
動
が
す
べ

て
で
は
な
く
、
残
る
メ
リ
ッ
ト
と
離
れ
る

町長対話授業の様子

メ
リ
ッ
ト
が
あ
り
ま
す
。
４
年
間
多
く
の

種
を
ま
い
た
の
で
、
次
の
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー

タ
ー
に
は
私
と
は
違
う
視
点
で
取
捨
選
択

ま
た
は
改
善
し
、
加
悦
谷
学
舎
に
合
っ
た

か
た
ち
に
し
て
い
っ
て
ほ
し
い
で
す
。

　
４
年
間
、
本
当
に
「
感
謝
」
し
か
あ
り

ま
せ
ん
。
加
悦
谷
学
舎
は
今
、
大
き
く
変

わ
ろ
う
と
し
て
い
ま
す
。
地
域
の
皆
さ
ん

に
は
「
今
の
加
悦
谷
を
見
て
、
知
っ
て
、

そ
し
て
今
通
っ
て
い
る
生
徒
を
見
て
ほ
し

い
」
と
思
っ
て
い
ま
す
。

　当時、加悦谷高校は宮津高校と統合し、全国初の学舎制を
導入する「宮津天橋高校」としてスタートすることが決まっ
ていました。文部科学省が進める探究として加悦谷高校では

「地域を理解する」をテーマに実施していこうと考えていた
中、与謝野町から「地域と高校をつなぐコーディネーターを
登用したい」と話をいただきました。校長としては大いに歓
迎すると同時に、高校の特色を出すためにどう活動してもら
うかを考えていました。
　学校にとって新型コロナはブレーキでしたが、コロナ禍に
おいて「できることは何か」をいろいろと考えてくれました。
また、教員の中には、目の前の授業や生徒のことで手いっぱ
いになり、新しいことを導入するのにためらうこともありま
すが、長谷川さんがいたおかげで「それもありだね」と振り
向く教員が増えていきました。長谷川さんがいなければ、加
悦谷学舎の探究はここまで大きくなっていません。長谷川さ
んの活動は、京丹後市へのコーディネーター導入のきっかけ
になったこと、また、他府県から視察に来られるまでの取
り組みになるなど、大きな功績を残しました。

大きな功績を残した４年間

　コーディネーター導入時、加悦谷高校の校長で、現在宮津
天橋高校校長の深

ふか
田
た

 聡
さとし

さんに話を伺いました。
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コミュニティ・スクール
Community School

― 【連載３／最終回】すべては子どもたちのために ―

学
校
と
地
域
の
連
携
と
協
働
に
よ
る
、
よ
り
良
い
子
ど
も
た
ち
を

育
成
す
る
取
り
組
み
「
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
・
ス
ク
ー
ル
（
学
校
運
営

協
議
会
の
あ
る
学
校
）」。
１
月
号
か
ら
連
載
し
て
き
ま
し
た
が
、

最
終
回
と
な
る
今
月
号
で
は
、
令
和
５
年
度
の
取
り
組
み
と
こ
れ

か
ら
の
計
画
に
つ
い
て
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

問　
社
会
教
育
課 

☎
４
３・９
０
２
６

《
加
悦
小
・
中
学
校
》

コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
・
ス
ク
ー
ル
の

運
用
を
開
始
予
定
で
す

子どもの
学びが充実

コミュニティ・スクール（CS）のメリットと魅力
１ 目標・ビジョンを共有し「協働活動」を行う

熟議の場である学校運営協議会（以下、「協議会」）では、子どもたちはどんな課題を抱えている
のか、学校・地域でどのような子どもを育てていくのかという「目標・ビジョン」を学校と地域
で共有。そして、地域でどのような支援ができるのかを検討し、協働活動へつなげます。

２ 当事者意識・役割分担で社会総がかりでの教育の実現を目指す
協議会の委員は、協議した内容を共有し関係者が当事者意識をもって、役割分担による連携・協
働の取り組みを進めます。

３ 組織的・継続的な体制
教職員の異動があっても、協議会があることによって学校と地域との組織的な連携・協働体制が
そのまま継続できる持続可能な仕組みです。

※ このページで掲載している写真は、加悦小・中学校から提供いただいたものを含んでいます

【加悦地域】令和５年度の取り組み方（予定）

● 協議会の構成と役割
【構成】
地域の方７人、加悦小・中学校の校長と教頭４人
の 11 人で構成予定です。
※ 地域の方の中には、保護者（PTA）と学校評
議員の代表 4 人も含まれています

【役割】
学校の基本方針を承認して、学校運営について協
議。子どもたちの豊かな成長のために、学校と一
体となってどのようなことができるのかを協議
し、具体的な支援や取り組みを行います。

● 協議会の予定
年 3 回程度の協議会を開催。熟議ある協議体と
して始動しながら、地域の協働活動が学校教育に
効果的に機能するように進めます。

【岩滝地域・野田川地域】これからの計画と取り組み方

令和 5 年度に教職員・保護者・学校評議員・地域に対しコミュニティ・スクール導入の説明を行い、6 年度に
は各校に協議会を設置して運用を開始する予定です。

岩滝小学校と橋立中学校に協議会を設
置しますが、橋立中学校は宮津市と
の組合立の学校のため、宮津市との調
整を行いながら進めていきます。

▶　岩滝地域　◀

三河内小学校、市場小学校、石川小学校、
山田小学校、江陽中学校の各校に協議
会を設置します。

▶　野田川地域　◀

・学校運営の基本方針等の承認
・児童生徒の状況、職員体制の把握
・学校からの支援希望とその実現への協議

第２回運営協議会（年度期間中）

・第２回までの学校の教育状況の理解
・児童生徒および地域の状況についての交流
・学校運営への必要な支援の協議

第３回運営協議会（年度末）

・学校運営の評価
・当該年度の運営総括

第１回運営協議会（年度当初）

年
間
の
動
き

地域と学校の連携でより良い子どもたちに

　与謝野町では、これまでから多くの地域の皆さま
に主体的に学校教育に携わっていただくなど、地域
と学校との協働・連携を進めてきました。地域の支
援によって学校教育を進めていける仕組みとして整
えられた制度が「コミュニティ・スクール」です。
　これからも、子どもたちが健やかに成長できるよ
うに地域で温かく見守っていただきますようお願い
します。

加
悦
中
学
校
ス
ク
ー
ル
サ
ポ
ー
ト
協
議
会
の

協
力
を
得
て
花
を
植
え
る
生
徒
た
ち

加
悦
中
学
校
ス
ク
ー
ル
サ
ポ
ー
ト

協
議
会
の
会
議
の
様
子
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● 問い合わせ先／与謝野町立図書館 ☎ 46-2451　加悦分室 ☎ 43-0376　野田川分室 ☎ 43-0087
● 開館時間／午前 10 時～午後６時　● 休館日／毎週月曜（本館・加悦分室）、毎週火曜（野田川分室）、毎月最終木曜（共通）

　図書館へ行こう！ BOOKS 図書館ホームページ ▶

おはなし会を開催します

 ※ 新型コロナウイルス感染症対策にご協力ください。また、状況によって変更または中止する場合があります。

― ３会場とも午前 10 時 30 分から行います ―

▶ 加悦分室…３月 11 日（土）　▶ 野田川分室…３月 25 日（土）　▶ 本館…４月１日（土）

男の子が寒さで草も枯れた
茶色の地面に種を植えま
す。待望の雨が降っても１
週間たってもまだ芽は出て
こない。小さな種が鳥やク
マのせいでダメになってし
まったのかな？　地面に耳
を寄せ芽が出てくるのを心
待ちにする男の子の姿に温
かな思いになる絵本。

『ボタニカ』
朝井まかて／祥伝社

今春の NHK 朝の連続テレ
ビ小説の主人公として注目
を集める日本植物学の父・
牧野富太郎。小学校中退な
がら独学で植物を学び、東
京大学で目覚ましい成果を
挙げていきます。その後、
数々の試練にあうも、植物
研究への情熱を絶やすこと
はなかった人生を描く１冊。

『あ、はるだね』
ジュリー・フォリアーノ　文、エリン・Ｅ・ステッド　絵

植物の世界 まだまだ寒い日々が続きますが、周りの植物に目を向けると一足先に春を告げてく
れるかもしれません。

― 絵本作家きむらゆういち先生ワークショップ＆講演会 ―

大人も子どもも楽しんだ2日間

　「あらしのよるに」シリーズ、「いないいないばあっ！」などのしかけ絵
本の作者「きむらゆういち先生」をお迎えし、２月 24・25 日の２日間、
知遊館においてイベントを開催しました。
　１日目のワークショップでは、５歳から小学校４年生までの子どもたち
が、ポップアップ絵本やストローを使ったおもちゃ作りにチャレンジ。参
加した子どもたちは、完成したおもちゃで楽しく遊んでいました。２日目

には「作品が生まれるひみつ」という
テーマでの講演会。作品制作にあたっ
てのこぼれ話や作品の読み聞かせな
ど、盛りだくさんの内容で年齢を問わ
ず、きむら先生の絵本の世界を満喫し
ていました。これを機会に、もっと絵
本やこどもの本に関心をもってくれる
方が増えることを願っています。読み聞かせをするきむらゆういち先生

ストローを使ったおもちゃやポップ
アップ絵本をつくる親子（上・下）

第
８
分
団
（
岩
屋
）
で
は
、
人
口
減
少
が
続
く
中
、
パ
ン
フ
レ
ッ
ト
を
作
成
し

て
消
防
団
員
の
勧
誘
に
力
を
入
れ
て
い
ま
す
。今
月
号
で
は
、そ
の
パ
ン
フ
レ
ッ

ト
の
内
容
を
紹
介
し
ま
す
。

手
作
り
の
パ
ン
フ
レ
ッ
ト
で

　
　
　
　
　

団
員
を
勧
誘
中
!!

がんばってます！消防団 編集 ● 第８分団

実際に配布しているパンフレットです。団員で話し合い
ながら作成し、地域への熱い思いとともに、活動内容の
紹介や消防団に関する疑問に答える内容にしています。

88広報よさのNo.205広報よさのNo.20599 広報よさの 広報よさの MARCHMARCH 2023 2023



健やか広場　フレイル予防

フ
レ
イ
ル
を
予
防
し
て

健
康
寿
命
の
延
伸
を
目
指
し
ま
し
ょ
う

健
康
で
日
常
生
活
を
送
れ
る
期
間
「
健
康
寿
命
」
の
延
伸
が
、
近
年
大
事
だ
と

考
え
ら
れ
て
い
ま
す
。
健
康
寿
命
の
延
伸
に
は
、
加
齢
に
よ
り
身
体
や
心
の
は

た
ら
き
、
社
会
的
つ
な
が
り
が
弱
く
な
る
フ
レ
イ
ル
を
予
防
す
る
こ
と
が
大
切

で
す
。
フ
レ
イ
ル
は
「
栄
養
」「
運
動
」「
社
会
参
加
」
の
３
つ
を
意
識
す
る
こ

と
が
ポ
イ
ン
ト
で
す
。
毎
日
の
食
事
か
ら
元
気
な
身
体
を
作
る
こ
と
、
生
活
の

中
で
身
体
を
動
か
す
こ
と
、
趣
味
な
ど
で
友
人
と
交
流
す
る
機
会
を
持
つ
こ
と

を
心
が
け
ま
し
ょ
う
。

３
つ
の
予
防
項
目
に

該
当
す
る
方
が
増
加
傾
向

　
今
年
度
の
住
民
健
診
を
受
診
し
た

75
歳
以
上
の
方
に
、
昨
年
度
と
同
様

に「
現
在
の
健
康
状
態
や
生
活
習
慣
」

な
ど
に
つ
い
て
ア
ン
ケ
ー
ト
を
行
い

ま
し
た
。
昨
年
度
と
比
較
す
る
と
大

き
な
変
化
は
な
か
っ
た
も
の
の
、
フ

レ
イ
ル
に
関
す
る
質
問
の
結
果
は
以

下
の
と
お
り
で
し
た
。
主
観
的
な
回

答
で
す
の
で
一
概
に
は
言
え
ま
せ
ん

が
、口
腔
機
能・

運
動
習
慣
・
栄

養
状
態
の
項
目

に
該
当
す
る
方

が
増
加
傾
向
で

し
た
の
で
、
今
後
も
気
を
つ
け
て
い

た
だ
き
た
い
で
す
。

▼ 

口
の
ケ
ア

　
む
せ
る
な
ど
の
口
腔
機
能
の
衰
え

は
、全
身
の
衰
弱
に
つ
な
が
り
ま
す
。

毎
日
の
食
事
が
お
い
し
く
食
べ
ら
れ

る
よ
う
に
、「
毎
食
後
に
歯
磨
き
を

行
う
」「
し
っ
か
り
か
ん
で
食
べ
る
」

「
歌
の
練
習
や
早
口
言
葉
を
言
う
」

な
ど
、
口
の
周
り
の
筋
肉
を
動
か
す

こ
と
を
意
識
し
ま
し
ょ
う
。

▼ 

身
体
を
動
か
す

　
高
齢
期
の
転
倒
や
骨
折
は
、
要
介

護
や
寝
た
き
り
の
き
っ
か
け
に
な
り

ま
す
が
、
動
か
な
い
と
生
活
に
必
要

な
筋
肉
量
が
減
り
逆
効
果
に
な
り
ま

す
。
高
齢
に
な
っ
て
も
筋
力
ア
ッ
プ

は
の
ぞ
め
ま
す
の
で
、
ウ
ォ
ー
キ
ン

グ
に
こ
だ
わ
ら
ず
、
家
の
中
で
で
き

る
体
操
や
ス
ク
ワ
ッ
ト
な
ど
の
運

動
、
日
中
の
座
っ
て
い
る
時
間
を
減

ら
し
て
家
事
や
掃
除
、
庭
い
じ
り
や

農
作
業
な
ど
、
身
体
を
動
か
す
こ
と

を
意
識
し
て
活
動
量
を
増
や
し
て
い

き
ま
し
ょ
う
。

▼ 

バ
ラ
ン
ス
よ
く
食
べ
る

　
外
出
し
な
い
生
活
が
続
く
と
活
動

量
が
減
り
食
欲
が
わ
か
ず
、
栄
養
不

足
に
陥
る
こ
と
が
あ
り
ま
す
。
１
日

３
回
、
主
食・主
菜・副
菜
の
そ
ろ
っ

た
食
事
を
と
る
こ
と
が
大
切
で
す
。

　
ま
た
、
食
品
に
含
ま
れ
て
い
る
栄

養
素
は
１
種
類
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。

い
ろ
い
ろ
な
食
品
を
組
み
合
わ
せ
る

こ
と
で
、
必
要
な
栄
養
素
を
ま
ん
べ

ん
な
く
摂
取
で
き
ま
す
。
魚
、
油
脂

類
、
肉
、
乳
製
品
、
野
菜
、
海
藻
類
、

芋
類
、
卵
、
大
豆
製
品
、
果
物
の
10

種
類
の
食
品
を
食
べ
る
よ
う
に
心
が

け
る
と
、
フ
レ
イ
ル
に
な
り
に
く
い

こ
と
が
わ
か
っ
て
い
ま
す
。
１
日
で

10
種
類
を
食
べ
る
こ
と
は
難
し
い
の

で
、
７
種
類
以
上
を
目
標
に
し
て
、

で
き
る
だ
け
多
く
の
食
品
を
と
る
よ

う
に
し
ま
し
ょ
う
。

今
一
度
生
活
習
慣
の
見
直
し
を

　
身
体
や
心
の
衰
え
は
予
防
で
き
ま

す
。
い
つ
ま
で
も
健
康
で
、
趣
味
な

ど
や
り
た
い
こ
と
を
し
な
が
ら
生
き

生
き
と
し
た
生
活
を
続
け
て
い
く
た

め
に
、
口
腔
機
能
や
身
体
を
動
か
す

こ
と
、
食
生
活
に
つ
い
て
、
今
一
度

見
直
し
て
み
て
は
い
か
が
で
す
か
。

Q

Q

Q

お茶や汁物等でむせることがありますか？
21.2％ ▶ 23.9％（2.7％増）
ウォーキング等の運動を週に１回以上して
いますか？
53.5％ ▶ 50.8％（2.7％減）
６ヵ月間で２～３㎏以上の体重減少があり
ましたか？
12.8％ ▶ 15.0％（2.2％増）

主な質問の回答割合（前年度比較）

　
宮
津
天
橋
高
校
加
悦
谷
学
舎
（
以

下
、「
加
悦
谷
」）
で
活
動
し
て
い
る

地
域
お
こ
し
協
力
隊
の
長は

谷せ

川が
わ

で

す
。
こ
の
３
月
を
も
っ
て
地
域
お
こ

し
協
力
隊
と
し
て
の
活
動
を
終
え
ま

す
。
つ
ま
り
、
こ
の
地
お
こ
通
信
へ

の
投
稿
も
、
本
記
事
が
最
終
回
で

す
。
そ
こ
で
今
回
は
、
４
年
間
の
活

動
を
経
て
学
ん
だ
こ
と
を
お
伝
え
し

ま
す
。

　
私
の
ミ
ッ
シ
ョ
ン
は
「
加
悦
谷
が

今
以
上
に
地
域
に
愛
さ
れ
、
地
域
の

子
ど
も
た
ち
が
加
悦
谷
に
行
き
た
い

と
思
え
る
学
校
に
す
る
」
で
し
た
。

４
年
の
活
動
で
そ
の
達
成
の
程
度
を

問
わ
れ
る
と
、
道
半
ば
と
し
か
言
え

ま
せ
ん
が
、
そ
の
道
を
開
拓
す
る
こ

と
は
で
き
た
と
思
い
ま
す
。

　
私
が
こ
の
４
年
で
得
た
こ
と
の
一

つ
は
『「
自
分
が
や
り
た
い
こ
と
」

は
「
人
の
や
り
た
い
」
の
実
現
を
手

助
け
す
る
こ
と
で
叶
う
』
で
す
。
私

に
は
先
生
方
と
同
じ
職
務
上
の
権
限

は
な
く
、
民
間
企
業
で
い
う
と
派
遣

社
員
（
し
か
も
新
人
）
の
よ
う
な
ポ

ジ
シ
ョ
ン
。
そ
の
た
め
、
着
任
当
初

は
自
分
の
や
り
た
い
こ
と
が
簡
単
に

提
案
で
き
な
い
状
況
で
し
た
。
当
然

で
す
（
苦
笑
）。
そ
ん
な
中
で
も
、

こ
の
４
年
間
で
「
高
校
生
が
地
域
の

魅
力
を
見
つ
け
、
発
信
す
る
広
報
組

織
の
設
置
」「
生
徒
が
興
味
あ
る
仕

事
に
従
事
し
て
い
る
人
と
交
流
す
る

こ
と
で
、
よ
り
リ
ア
ル
を
知
り
、
進

路
を
決
め
る
機
会
に
す
る
場
づ
く

り
」「
授
業
の
カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
の
作

成
補
助
・
地
域
へ
の
恩
返
し
プ
ロ

ジ
ェ
ク
ト
の
実
施
」
な
ど
を
さ
せ
て

も
ら
え
ま
し
た
。こ
れ
ら
は
す
べ
て
、

学
校
、教
員
や
生
徒
の
「
や
り
た
い
」

と
、
私
の
「
生
き
る
力
を
育
む
場
づ

く
り
が
し
た
い
」
が
融
合
し
た
結
果

で
す
。
こ
れ
ら
を
通
し
て
、
校
内
で

地
域
を
生
か
そ
う
、
新
し
い
こ
と
に

チ
ャ
レ
ン
ジ
し
て
い
こ
う
！　
と
す

る
雰
囲
気
が
醸
成
で
き
、
一
定
の
役

割
は
果
た
せ
た
気
が
し
ま
す
。た
だ
、

こ
れ
ら
の
活
動
が
生
徒
た
ち
に
及
ぼ

し
た
影
響
は
今
す
ぐ
に
は
測
れ
ず
、

わ
か
り
や
す
い
成
果
を
示
せ
な
い
こ

と
が
残
念
な
と
こ
ろ
で
す
。し
か
し
、

地
域
に
貢
献
し
た
い
と
考
え
て
い
る

生
徒
が
「
長
谷
川
さ
ん
の
よ
う
に
な

り
た
い
」
と
言
っ
て
い
た
と
い
う
話

を
耳
に
し
、
少
し
は
地
域
の
将
来
に

も
寄
与
で
き
た
の
か
な
と
思
っ
て
い

ま
す
。

　
「
教
育
に
携
わ
り
た
い
」
の
思
い

だ
け
で
右
も
左
も
わ
か
ら
な
い
ま
ま

高
校
魅
力
化
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
タ
ー
と

し
て
教
育
現
場
に
飛
び
込
ん
だ
４
年

前
。
京
都
府
公
立
高
校
初
の
コ
ー

デ
ィ
ネ
ー
タ
ー
導
入
で
、
学
校
現
場

で
も
未
知
な
存
在
。
そ
ん
な
私
を
受

け
入
れ
、
教
育
と
は
何
か
を
ず
っ
と

議
論
し
、
探
究
し
て
く
れ
た
加
悦
谷

の
先
生
方
に
は
感
謝
し
か
あ
り
ま
せ

ん
。
ま
た
い
ろ
い
ろ
な
気
づ
き
を
与

え
て
く
れ
た
生
徒
の
皆
さ
ん
、
活
動

に
協
力
く
だ
さ
っ
た
り
、
陰
な
が
ら

応
援
く
だ
さ
っ
た
り
し
た
地
域
の

方
々
に
も
感
謝
し
か
あ
り
ま
せ
ん
。

　
私
は
一
旦
、
加
悦
谷
で
の
活
動
を

終
え
ま
す
。
欲
を
言
え
ば
、
こ
れ
か

ら
の
与
謝
野
町
と
加

悦
谷
の
発
展
に
も
っ

と
携
わ
り
た
か
っ
た
。

た
だ
、
そ
の
発
展
を

願
い
、
持
続
可
能
な

形
を
作
っ
て
い
く
な

ら
ば
私
が
一
旦
離
れ

た
ほ
う
が
、
よ
り
そ

の
形
に
近
づ
く
可
能

性
が
高
い
と
も
考
え

て
い
ま
す
。

　

高
校
魅
力
化
推
進

事
業
は
、
こ
こ
か
ら
が

本
番
で
す
。
こ
れ
ま

で
以
上
に
地
域
に
愛

さ
れ
る
学
校
に
す
る

た
め
に
も
、
引
き
続
き
地
域
の
方
々

の
協
力
が
必
要
で
す
。
ぜ
ひ
、
加
悦

谷
に
関
心
を
寄
せ
つ
つ
、
お
力
添
え

を
い
た
だ
け
れ
ば
幸
い
で
す
。
関
わ

り
方
は
変
わ
り
ま
す
が
、
私
も
応
援

団
の
一
人
と
し
て
引
き
続
き
、
加
悦

谷
と
与
謝
野
町
の
発
展
を
応
援
し
て

い
き
ま
す
。

　
こ
の
４
年
間
、
本
当
に
た
く
さ
ん

の
方
々
に
お
世
話
に
な
り
ま
し
た
。

さ
ま
ざ
ま
な
か
た
ち
で
私
と
出
会
っ

て
く
だ
さ
っ
た
方
々
に
こ
の
場
を
借

り
て
お
礼
申
し
上
げ
ま
す
。
本
当
に

あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

地域おこし協力隊通信 74
魅力化コーディネーター 長谷川隊員 問　社会教育課 ☎ 43-9026

２月 24 日に野田川わーくぱるで 4 年間の活動を報告しました

1010広報よさのNo.205広報よさのNo.2051111 広報よさの 広報よさの MARCHMARCH 2023 2023



ジ
ッ
ク
フ
ェ
ス
タ
」「
与
謝
野
町
文
化
祭
」

な
ど
へ
の
参
加
と
、
定
期
演
奏
会
を
開
催

し
て
き
ま
し
た
。
新
型
コ
ロ
ナ
が
拡
大
し

て
か
ら
は
思
い
ど
お
り
の
練
習
が
で
き
な

い
日
々
で
し
た
が
、
感
染
予
防
対
策
を
徹

底
し
練
習
し
て
き
ま
し
た
。
今
年
度
は
16

人
で
活
動
し
、
い
く
つ
か
の
発
表
会
が
中

止
と
な
る
中
、
知
遊
館
ミ
ュ
ー
ジ
ッ
ク

フ
ェ
ス
タ
と
与
謝
野
町
文
化
祭
に
参
加
。

団
員
た
ち
は
数
少
な
い
発
表
の
場
で
少
し

緊
張
も
見
ら
れ
ま
し
た
が
、
生
き
生
き
と

し
た
す
ば
ら
し
い
合
唱
を
披
露
し
て
く
れ

ま
し
た
。
あ
と
は
一
年
間
の
ま
と
め
と
な

る
定
期
演
奏
会
が
開
催
で
き
る
こ
と
を
楽

し
み
に
し
て
い
ま
す
。

　
高
齢
者
を
対
象
と
し
た
「
野
田
川
高
齢

者
教
室
」
は
、
野
田
川
老
人
ク
ラ
ブ
連
合

会
の
ご
協
力
の
も
と
、
年
４
回
程
度
の
講

座
を
開
講
し
て
い
ま
し
た
が
、
こ
こ
３
年

間
は
す
べ
て
の
講
座
を
中
止
。
毎
年
開
講

し
て
い
た
合
唱
「
元
気
い
っ
ぱ
い
楽
し
く

歌
お
う
」
は
、
40
人
を
超
え
る
人
気
講
座

で
、
参
加
者
の
皆
さ
ん
が
大
き
な
声
で

歌
っ
て
笑
っ
て
元
気
に
な
っ
て
帰
ら
れ
て

　
中
央
公
民
館
で
は
、
子
ど
も
た
ち
と
高

齢
者
を
対
象
と
し
た
講
座
を
開
講
し
て
き

ま
し
た
が
、
新
型
コ
ロ
ナ
の
影
響
で
、
今

年
度
も
ほ
と
ん
ど
の
講
座
を
中
止
す
る
こ

と
と
な
り
ま
し
た
。

　
子
ど
も
た
ち
を
対
象
と
し
た
講
座
の
一

つ
に
、
年
間
を
通
し
て
活
動
し
て
い
る

「
与
謝
野
児
童
合
唱
団
エ
ン
ゼ
ル
ハ
ー
モ

ニ
ー
」
が
あ
り
ま
す
。
月
２
回
の
練
習
を

重
ね
、「
京
都
府
北
部
児
童
・
少
年
少
女

合
唱
団
交
歓
演
奏
会
」「
知
遊
館
ミ
ュ
ー

バ
ー
ド
作
り

に
挑
戦
。
バ

ラ
ン
ス
の
取

れ
る
仕
組
み

を
理
解
し
な

が
ら
、
作
っ

た
も
の
を
さ
ま
ざ
ま
な
と
こ

ろ
に
乗
せ
て
楽
し
ん
で
い
ま

し
た
。

　
「
陶
芸
教
室
」
で
は
、
阿

蘇
陶
友
会
の
方
々
に
お
世
話

に
な
り
器
を
制
作
。
苦
労
し

な
が
ら
も
世
界
に
一
つ
し
か

な
い
作
品
が
で
き
上
が
り
ま

し
た
。

　
「
電
気
出
前
講
座
」
で
は
、
関
西
電
力

送
配
電
株
式
会
社
か
ら
、
暮
ら
し
を
支
え

る
電
気
や
電
気
が
届
く
ま
で
、
発
電
の
仕

組
み
な
ど
の
話
を
聞
い
た
後
、
モ
ー
タ
ー

作
り
に
挑
戦
。
コ
イ
ル
を
巻
き
付
け
る
の

に
苦
労
し
て
い
る
子
ど
も
も
い
ま
し
た
。

　
子
ど
も
た
ち
は
、
い
ず
れ
の
教
室
も
夢

中
に
な
り
楽
し
く
活
動
す
る
こ
と
が
で
き

た
の
で
は
な
い
か
と
思
っ
て
い
ま
す
。
ま

た
、
コ
ロ
ナ
禍
で
あ
り
な
が
ら
何
と
か
実

施
で
き
た
の
は
、
こ
れ
も
ひ
と
え
に
講
師

の
方
々
の
ご
指
導
の
賜
物
と
感
謝
し
て
お

り
ま
す
。
来
年
度
は
何
の
制
限
も
な
く
、

さ
ら
に
楽
し
ん
だ
り
学
ん
だ
り
で
き
る
教

室
を
実
施
し
て
い
き
ま
す
。

　

今
年
の
「
夏
休
み
体

験
教
室
」
は
、
す
べ
て

の
教
室
を
予
定
ど
お
り

実
施
す
る
こ
と
が
で
き

ま
し
た
。
令
和
４
年
７

月
22
日
の
将
棋
教
室
を

ス
タ
ー
ト
に
、
同
年
８

月
５
日
の
電
気
出
前
講

座
ま
で
、
延
べ
１
９
３

人
の
子
ど
も
た
ち
が
た
く
さ
ん
学
び
、
体

験
し
ま
し
た
。

　
「
将
棋
教
室
」
は
５
回
実
施
し
、
初
心

者
か
ら
あ
る
程
度
指
せ
る
子
ど
も
ま
で
が

参
加
。
指
導
者
か
ら
指
し
方
や
手
を
教
え

て
も
ら
い
、
真
剣
な
表
情
で
将
棋
盤
に
向

か
っ
て
い
ま
し
た
。

　
「
夏
ス
タ
お
助
け
講
座
」
で
は
、低・中・

高
学
年
に
分
か
れ
て
開
催
。
低
学
年
は
勉

強
の
後
の
読
み
聞
か
せ
も
楽
し
ん
で
い
ま

し
た
。ど
の
学
年
も
元
教
員
の
指
導
の
下
、

夏
休
み
の
宿
題
に
真
剣
な
眼
差
し
で
取
り

組
ん
で
い
ま
し
た
。

　
「
夏
の
火
曜
工
作
」
で
は
、
元
中
学
校

の
理
科
の
教
員
を
講
師
に
迎
え
バ
ラ
ン
ス

●●  

ま
な
び
だ
よ
り

ま
な
び
だ
よ
り

「
つ
ど
う
」「
ま
な
ぶ
」「
む
す
ぶ
」
を

「
つ
ど
う
」「
ま
な
ぶ
」「
む
す
ぶ
」
を

大
切
に
し
た
公
民
館
活
動

大
切
に
し
た
公
民
館
活
動

岩滝地域
公民館

た
く
さ
ん
学
び
、
体
験
し
た

「
夏
休
み
体
験
教
室
」

中央
公民館

コ
ロ
ナ
禍
の
児
童
合
唱
団
と

野
田
川
高
齢
者
教
室

幾地地区
公民館

子
育
て
支
援
の
推
進

　
今
年
の
冬
休
み
か
ら
子
育
て
を
応
援
す

る
目
的
で
「
キ
ッ
ズ
ス
テ
ー
シ
ョ
ン
」
を

開
始
。
子
育
て
応
援
課
の
事
業
で
、
地
域

の
小
学
生
の
長
期
休
業
中
の
居
場
所
や
遊

び
場
、
学
習
の
場
を
つ
く
る
目
的
で
、
施

設
管
理
人
を
配
置
し
子
ど
も
た
ち
の
自
主

性
に
任
せ
て
運
営
を
行
う
も
の
で
す
。
当

公
民
館
で
は
市
場
小
学
校
の
児
童
を
対
象

に
、
午
前
９
時
か
ら
午
後
５
時
ま
で
公
民

館
を
開
放
し
、
子
ど
も
た
ち
が
施
設
を
自

由
に
使
え
る
よ
う
に
取
り
組
み
ま
し
た
。

　
初
日
に
は
新
型
コ
ロ
ナ
が
流
行
し
て
い

る
こ
と
も
あ
り
、
数
人
の
子
ど
も
た
ち
が

来
て
く
れ
た
だ
け
で
し
た
が
、
午
前
中
は

宿
題
や
ゲ
ー
ム
を
し
た
り
し
て
過
ご
し
て

い
ま
し
た
。
新
型
コ
ロ
ナ
が
収
ま
っ
て
多

く
の
子
ど
も
た
ち
が
来
て
く
れ
る
の
を

願
っ
て
い
ま
す
。

　
今
後
は
、
夏
休
み
に
４
年
生
以
上
の
児

童
を
対
象
に
元
教
員
の
協
力
を
い
た
だ
い

て
学
習
を
支
援
す
る
講
座
と
キ
ッ
ズ
ス

テ
ー
シ
ョ
ン
を
コ
ラ
ボ
し
て
、
学
習
支
援

や
映
画
会
な
ど
の
公
民
館
講
座
を
開
催
し

て
い
く
予
定
で
す
。

　
今
年
も
コ
ロ
ナ
禍
に
よ
り
、
文
化
祭
や

研
修
旅
行
な
ど
を
縮
小
し
て
実
施
し
た

り
、
飲
食
を
伴
う
夏
ま
つ
り
な
ど
は
中
止

を
余
儀
な
く
さ
れ
ま
し
た
。
今
後
も
ま
だ

ま
だ
コ
ロ
ナ
禍
は
続
き
ま
す
が
、
地
域
づ

く
り
の
た
め
に
工
夫
し
て
公
民
館
講
座
を

展
開
し
て
い
き
ま
す
。

い
た
の
で
、
中
止
と
な
り
と
て
も
残
念
で

す
。
来
年
度
は
、
今
年
度
計
画
し
て
い
た

「
体
力
測
定
」「
合
唱
」「
紙
芝
居
」
の
講

座
を
引
き
続
き
計
画
し
た
い
と
考
え
て
お

り
、
参
加
者
の
皆
さ
ん
の
笑
顔
が
見
ら
れ

る
こ
と
を
願
っ
て
い
ま
す
。

エンゼルハーモニーの発表の様子

● まなびだより

キッズステーションの様子

バランスバード作りの様子

　
昨
年
度
、
一
昨
年
度
と
新

型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症

（
以
下
、「
新
型
コ
ロ
ナ
」）

の
影
響
で
、
ど
こ
の
公
民
館

も
計
画
し
た
活
動
を
十
分
に

行
う
こ
と
が
で
き
ま
せ
ん
で

し
た
。
今
年
度
は
、
以
前
よ

り
規
制
も
少
し
緩
や
か
に
な

り
平
常
と
ま
で
は
い
き
ま
せ

ん
が
、
徐
々
に
事
業
を
進
め

る
こ
と
が
で
き
た
の
で
は
な

い
か
と
思
い
ま
す
。
し
か
し

な
が
ら
、
今
後
も
気
を
緩
め

ず
新
型
コ
ロ
ナ
対
策
を
し
な

が
ら
、
安
心
安
全
な
公
民
館

活
動
を
し
て
い
か
な
け
れ
ば

な
り
ま
せ
ん
。

　
さ
て
、
こ
う
い
っ
た
人
が

集
ま
る
こ
と
が
で
き
に
く
い

状
況
の
中
、
こ
れ
ま
で
以
上

に
人
と
人
と
の
関
係
の
大
切

さ
を
感
じ
て
い
ま
す
。
だ
か

ら
こ
そ
、こ
れ
ま
で
以
上
に
、

公
民
館
に
大
き
な
期
待
が
寄

せ
ら
れ
て
い
る
の
で
は
な
い

か
と
思
っ
て
い
ま
す
。
ウ
ィ

ズ
コ
ロ
ナ
・
ポ
ス
ト
コ
ロ
ナ

が
展
望
さ
れ
る
時
期
に
あ
っ

て
、
地
域
の
課
題
を
解
決
す

る
場
と
し
て
、
ま
た
、
住
民

の
学
べ
る
場
・
集
え
る
場
と

し
て
、
公
民
館
は
重
要
な
役

割
を
担
っ
て
い
き
ま
す
。

岩
滝
地
域
公
民
館
館
長

矢や

の野 

貞さ
だ
夫お
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岩屋地区
公民館

合
言
葉
は

「
コ
ロ
ナ
の
隙
を
つ
い
て
」

　
グ
ラ
ウ
ン
ド
ゴ
ル
フ
は
岩
屋
体
育
協
会

と
の
コ
ラ
ボ
と
、
岩
屋
グ
ラ
ウ
ン
ド
ゴ
ル

フ
ク
ラ
ブ
と
の
コ
ラ
ボ
で
２
回
実
施
。
岩

屋
ク
ラ
ブ
の
メ
ン
バ
ー
は
全
員
高
齢
者
で

実
力
は
伯
仲
。
順
位
は
ま
っ
た
く
予
測
不

能
の
中
、
元
気
一
杯
の
プ
レ
ー
や
素
敵
な

笑
顔
に
癒
さ
れ
ま
し
た
。

　
ク
ラ
フ
ト
バ
ッ
グ
は
紙
バ
ン
ド
で
作
り

ま
す
。
80
代
後
半
の
方
や
90
代
の
方
、
お

　
コ
ロ
ナ
禍
の
令
和
４
年
度
の
公
民
館
活

動
は
、
臨
機
応
変
に
新
型
コ
ロ
ナ
の
隙
を

つ
い
て
や
っ
て
い
こ
う
と
い
う
作
戦
で

す
。
落
ち
着
い
た
こ
ろ
を
見
計
ら
い
矢
継

ぎ
早
に
取
り
組
み
、
令
和
４
年
12
月
末
で

す
で
に
８
種
、
14
の
講
座
を
実
施
し
ま
し

た
。

　
マ
ー
ブ
ル
染
め
は
、
の
り
を
溶
い
た
液

に
染
料
を
落
と
し
て
模
様
を
作
り
、
生
地

に
写
し
取
る
技
法
で
す
。
同
じ
も
の
は
２

つ
と
で
き
な
い
、
ま
さ
に
一
期
一
会
の
染

め
で
す
。「
あ
ぁ
悔
し
い
、
失
敗
だ
っ
た
」

「
も
う
一
枚
や
り
た
い
」
の
声
に
再
挑
戦

の
機
会
を
設
定
す
る
な
ど
、
納
得
し
て
い

た
だ
く
ま
で
実
施
し
ま
し
た
。

　
文
化
研
修
で
は
、
１
回
目
は
区
民
を
優

先
に
募
集
し
ま
し
た
が
、
２
回
目
は
運
営

委
員
を
対
象
に
企
画
し
、
併
せ
て
陰
な
が

ら
協
力
し
て
い
た
だ
い
て
い
る
家
族
の
皆

さ
ん
に
参
加
し
て
も
ら
い
ま
し
た
。
自
衛

隊
北
吸
桟さ

ん

橋
で
の
「
護
衛
艦
ひ
ゅ
う
が
」

へ
の
乗
船
は
、
子
ど
も
た
ち
も
興
奮
。
五

老
ヶ
岳
公
園
や
舞
鶴
引
揚
記
念
館
な
ど
を

巡
り
、
良
い
体
験
と
な
り
ま
し
た
。

ば
あ
ち
ゃ
ん
に
連
れ
て
来
て
も
ら
っ
た
中

学
生
の
女
の
子
と
の
対
比
が
印
象
的
で
し

た
。
90
代
の
女
性
の
方
は
一
人
暮
ら
し
で

す
が
結
構
多
趣
味
な
方
で
、「
こ
う
し
て

地
域
の
方
々
と
交
わ
る
の
も
楽
し
い
し
、

別
の
講
座
に
も
参
加
し
た
い
」
と
話
し
て

く
れ
ま
し
た
。こ
の
ほ
か
、キ
ッ
ズ
ス
テ
ー

シ
ョ
ン
春
、
夏
の
映
画
会
、
プ
リ
ザ
ー
ブ

ド
フ
ラ
ワ
ー
、
麻
雀
大
会
、
寄
せ
植
え
と

慌
た
だ
し
く
過
ぎ
ま
し
た
が
、
何
と
か
新

型
コ
ロ
ナ
の
隙
を
つ
く
こ
と
が
で
き
た
よ

う
に
思
い
ま
す
。
最
後
に
、
や
っ
ぱ
り
参

加
さ
れ
た
皆
さ
ん
に
「
楽
し
か
っ
た
」
と

言
っ
て
い
た
だ
け
る
の
が
何
よ
り
の
励
み

と
や
り
が
い
に
な
り
ま
す
。
今
後
は
そ
れ

を
さ
ら
に
目
指
し
て
い
き
ま
す
。

よ
り
も
か
な
り
少
な
い
８
人
で
「
百
合
と

玉
バ
ラ
の
コ
サ
ー
ジ
ュ
」の
作
成
に
挑
戦
。

参
加
者
の
皆
さ
ん
は
、
指
導
者
の
先
生
の

説
明
を
受
け
な
が
ら
細
か
な
作
業
を
苦
と

せ
ず
に
、
一
つ
ず
つ
、
少
し
ず
つ
の
地
道

な
作
業
を
繰
り
返
え
し
、
見
事
に
作
品
を

仕
上
げ
て
お
ら
れ
ま
し
た
。
先
生
か
ら
も

「
難
易
度
の
高
い
玉
バ
ラ
の
挑
戦
だ
っ
た

が
、
か
わ
い
ら
し
く
作
っ
て
い
た
だ
き
、

楽
し
ん
で
も
ら
え
た
と
思
い
ま
す
」
と
講

評
い
た
だ
き
ま
し
た
。
そ
こ
に
は
、
人
の

作
品
を
見
な
が
ら
自
分
の
作
品
に
工
夫
を

凝
ら
し
て
い
く
な
ど
の
交
流
の
中
か
ら
、

作
成
す
る
テ
ー
マ
は
同
じ
で
も
、
一
人
ひ

加悦地域
公民館

「
人
が
集
い 

人
を
結
ぶ 

公
民
館
活
動
」

を
意
識
し
て

　
今
年
度
の
テ
ー
マ
と
し
て
掲
げ
た
「
人

が
集
い 

人
を
結
ぶ 

公
民
館
活
動 

～
さ
ら

な
る
地
域
の
活
性
化
を
目
指
し
て
～
」
に

向
け
て
、
昨
年
ま
で
の
事
業
を
見
直
し
、

ま
た
、
新
た
な
事
業
も
取
り
入
れ
た
活
動

を
計
画
し
ま
し
た
。
し
か
し
、
今
年
度
も

新
型
コ
ロ
ナ
の
感
染
拡
大
の
た
め
、
夏
休

み
期
間
中
の
小
学
生
を
対
象
と
し
た
事
業

を
す
べ
て
中
止
せ
ざ
る
を
得
な
か
っ
た
こ

と
は
非
常
に
残
念
で
な
り
ま
せ
ん
。

　
そ
の
中
で
も
、
力
を
入
れ
た
の
が
一
般

講
座
の
「
つ
ま
み
細
工
」
で
す
。
例
年
人

気
の
あ
る
講
座
で
す
が
、
新
型
コ
ロ
ナ
の

拡
大
防
止
を
意
識
さ
れ
た
た
め
か
、
例
年

と
り
の
工
夫
が
生
か
さ
れ
、
何
か
一
つ
の

も
の
を
自
分
で
完
成
さ
せ
て
い
く
こ
と
の

す
ば
ら
し
さ
を
感
じ
ら
れ
た
の
で
は
な
い

か
と
思
い
ま
す
。

　

そ
の
他
に
も
「
音
楽
会
（
鑑
賞
）」
や

「
寄
せ
植
え
体
験
」
な
ど
の
事
業
を
実
施
。

各
事
業
に
お
け
る
講
師
の
皆
さ
ま
を
は
じ

め
、
お
世
話
に
な
り
ま
し
た
多
く
の
地
域

の
皆
さ
ま
に
心
か
ら
お
礼
を
申
し
上
げ
ま

す
。
こ
れ
か
ら
も
「
人
が
集
い 

人
を
結

ぶ 

公
民
館
活
動
」
を
意
識
し
、
参
加
さ

れ
た
皆
さ
ま
か
ら
少
し
で
も「
よ
か
っ
た
」

と
い
う
声
が
聞
こ
え
る
よ
う
な
公
民
館
活

動
を
行
っ
て
い
き
ま
す
。

金屋地区
公民館

ウ
イ
ズ
コ
ロ
ナ
で

内
板
の
設
置
等
を
経
て
９
月
25
日
に
実
施

し
、
14
人
の
参
加
が
あ
り
大
変
喜
ん
で
い

た
だ
き
ま
し
た
。

　
10
月
に
は
「
オ
ー
タ
ム
コ
ン
サ
ー
ト
㏌

金
屋
」
を
ウ
イ
ン
ド
オ
ー
ケ
ス
ト
ラ
与
謝

に
出
演
い
た
だ
き
開
催
。
参
加
者
の
皆
さ

ん
の
馴
染
み
の
曲
や
、
地
元
与
謝
小
学
校

の
校
歌
も
歌
っ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。
11

月
に
は
、
恒
例
の
区
民
チ
ャ
レ
ン
ジ
講
座

「
そ
ば
打
ち
体
験
教
室
」
を
実
施
。
子
ど

も
の
参
加
も
あ
り
、
ス
タ
ッ
フ
も
含
め
て

　
昨
年
度
は
コ
ロ
ナ
禍
に
あ
っ
て
、
予
定

し
て
い
た
事
業
が
度
々
中
止
と
な
り
、
２

事
業
の
実
施
に
と
ど
ま
り
ま
し
た
。
今
年

度
は
、
新
型
コ
ロ
ナ
も
３
年
目
に
入
っ
て

少
し
は
収
ま
っ
て
く
れ
る
と
の
希
望
的
観

測
を
も
っ
て
事
業
計
画
を
立
て
進
め
て
き

ま
し
た
。

　
７
月
に
入
り
「
か
が
や
け
金
屋
人
」
の

主
催
事
業
「
公
民
館
へ
行
こ
う
」
の
共
催

事
業
と
し
て
、
安
心
安
全
講
座
を
開
催
。

宮
津
警
察
加
悦
交
番
の
巡
査
部
長
か
ら
交

通
安
全
に
つ
い
て
、
宮
津
警
察
生
活
安
全

課
長
か
ら
防
犯
・
特
殊
詐
欺
に
つ
い
て
講

演
い
た
だ
き
ま
し
た
。天
候
に
も
恵
ま
れ
、

ま
た
、
共
催
事
業
に
な
っ
た
こ
と
で
、
地

産
地
消
の
野
菜
市
、フ
リ
ー
マ
ー
ケ
ッ
ト
、

児
童
の
学
習
教
室
も
あ
り
、
多
く
の
方
に

参
加
い
た
だ
き
ま
し
た
。
そ
の
中
で
「
金

屋
城
址
に
学
ぶ
」
と
題
し
て
、
地
域
に
関

わ
り
の
深
い
テ
ー
マ
で
教
育
委
員
会
の
加か

藤と
う
晴は

る
ひ
こ彦
氏
の
講
演
が
あ
り
、
有
意
義
な
時

間
を
過
ご
し
ま
し
た
。
当
事
業
を
ス
タ
ー

ト
に「
金
屋
城
跡
に
登
っ
て
み
ま
せ
ん
か
」

を
企
画
。
事
前
に
現
地
の
環
境
整
備
、
案

22
人
の
方
が
参
加
し
、
で
き
上
が
っ
た
そ

ば
は
各
家
庭
に
持
ち
帰
ら
れ
お
い
し
く
食

べ
ら
れ
た
こ
と
と
思
い
ま
す
。

　
後
半
事
業
の
芸
術
文
化
教
養
講
座
「
お

正
月
用
生
け
花
教
室
」
を
昨
年
末
に
開
催

し
、
令
和
５
年
２
月
23
日
に
は
区
民
チ
ャ

レ
ン
ジ
講
座
「
料
理
教
室
」
の
開
催
を
予

定
し
て
い
ま
す
。
飲
食
を
控
え
新
型
コ
ロ

ナ
感
染
対
策
に
充
分
な
注
意
を
払
い
取
り

組
ん
で
ま
い
り
ま
す
。

● まなびだより

完
成
し
た
つ
ま
み
細
工
作
品

クラフトバッグ作りの様子

金屋城址で記念撮影

― 

公
民
館
の
振
興 

―

　
公
民
館
は
地
域
住
民
に
と
っ
て
最

も
身
近
な
学
習
拠
点
と
い
う
だ
け
で

な
く
、
交
流
の
場
と
し
て
重
要
な
役

割
を
果
た
し
て
い
ま
す
。
公
民
館
で

は
、
住
民
の
学
習
ニ
ー
ズ
や
地
域
の

実
情
に
応
じ
た
多
様
な
学
習
機
会
の

提
供
が
行
わ
れ
て
い
ま
す
。さ
ら
に
、

今
後
は
、
社
会
の
要
請
に
的
確
に
対

応
し
た
取
り
組
み
や
、
子
ど
も
や
若

者
、
働
き
盛
り
の
世
代
も
含
め
て
、

地
域
住
民
全
体
が
気
軽
に
集
え
る
、

人
間
力
の
向
上
な
ど
を
中
心
と
し
た

コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
の
た
め
の
サ
ー
ビ
ス

を
総
合
的
に
提
供
す
る
拠
点
と
な
る

こ
と
が
期
待
さ
れ
て
い
ま
す
。

《
文
部
科
学
省
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
よ
り
》
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役
場
組
織
・
業
務
の
案
内

役
場
組
織
・
業
務
の
案
内

令和５年度

令
和
５
年
度
か
ら
役
場
組
織
が
新
し
く
な
り
ま
す
。
今
月
号
で
は
、
役
場
組
織

令
和
５
年
度
か
ら
役
場
組
織
が
新
し
く
な
り
ま
す
。
今
月
号
で
は
、
役
場
組
織

お
よ
び
各
所
属
の
主
な
業
務
内
容
を
お
知
ら
せ
し
ま
す
。
な
お
、
業
務
の
詳
細

お
よ
び
各
所
属
の
主
な
業
務
内
容
を
お
知
ら
せ
し
ま
す
。
な
お
、
業
務
の
詳
細

は
、
担
当
課
（
局
）
ま
で
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

は
、
担
当
課
（
局
）
ま
で
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

本庁舎

町　　　長

副　町　長

野田川庁舎野田川庁舎

選挙管理委員会固定資産評価審査委員会公平委員会

戸
籍
、
住
民
基
本
台
帳
、
印
鑑
登
録
、
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド
、
埋
葬・火
葬
許
可
、
税
諸
証
明
、

他
課
業
務
（
福
祉
・
保
健
・
子
育
て
な
ど
）
の
一
部

住
民
税
務
課 

住
民
係

☎
４
３・９
０
２
０事

業
計
画
・
経
営
、
上
下
水
道
施
設
維
持
管
理
、
農
業
集
落
排
水
施
設
維
持
管
理
、
上
下
水
道
施
設
の

設
計
施
工
、
水
質
管
理
・
検
査
、
水
洗
化
促
進
、
浄
化
槽
設
置
補
助
、
上
下
水
道
料
金
な
ど

上
下
水
道
課

☎
４
３・９
０
３
１

１階

消
防
・
防
災
の
計
画
推
進
、
消
防
施
設
・
設
備
の
整
備
、
消
防
団
、

国
民
保
護
計
画
、
災
害
対
策
・
救
助
、
防
犯
推
進
、
犯
罪
被
害
者

支
援
、
交
通
安
全
対
策
、
交
通
安
全
施
設
・
設
備
の
整
備
な
ど

総
務
課

防
災
危
機
管
理
対
策
室
（
新
設
）

☎
４
３・９
０
１
１

産
業
振
興
、
中
小
企
業
振
興
、
企
業
立
地
推
進
、
消
費
者
行
政
、
雇
用
対
策
、
勤
労
者
福
祉
、
観
光
施

設
の
維
持
管
理
、
観
光
動
向
調
査
、
観
光
Ｐ
Ｒ
、
イ
ベ
ン
ト
支
援
な
ど

産
業
観
光
課
（
新
設
）

☎
４
３・９
０
１
２

現
金
お
よ
び
財
産
の
記
録
・
管
理
、
基
金
・
有
価
証
券
の
出
納
お
よ
び
管
理
、
支
出
・
収
入
事
務
な
ど

会
計
課

☎
４
３・９
０
１
３

道
路
・
橋
梁
・
河
川
整
備
お
よ
び
維
持
・
修
繕
、
都
市
公
園
、
景
観
、
除
雪
、
官
民
境
界
確
定
、
分
譲

宅
地
の
管
理
・
販
売
、
防
犯
灯
の
管
理
、
屋
外
広
告
物
、
町
営
住
宅
管
理
、
住
宅
耐
震
な
ど

建
設
課

☎
４
３・９
０
１
４

町
政
総
合
企
画・調
整
、総
合
計
画
、広
域
行
政
、ふ
る
さ
と
納
税
、公
共
交
通
政
策
、財
政
運
営
、町
債・

資
金
計
画
、
公
共
施
設
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
、
行
政
改
革
、
地
域
協
働
、
地
域
区
長
会
、
移
住
・
定
住
、
空

き
家
バ
ン
ク
制
度
、
国
際
・
国
内
交
流
な
ど

企
画
財
政
課

☎
４
３・９
０
１
５

情
報
公
開
、
個
人
情
報
保
護
、
例
規
、
統
計
調
査
、
特
定
空
家
対
策
、
職
員
採
用
、
職
員
・
会
計
年
度

任
用
職
員
の
給
与
お
よ
び
福
利
厚
生
、
町
長
用
務
、
広
報
・
広
聴
、
行
政
デ
ジ
タ
ル
化
、
情
報
セ
キ
ュ

リ
テ
ィ
対
策
な
ど

総
務
課

☎
４
３・９
０
１
０

財
産
活
用
・
契
約
室
（
新
設
）

町
有
財
産
の
活
用
、
入
札
、
契
約
、
指
定
管
理
者
制
度
な
ど

戸
籍
、
住
民
基
本
台
帳
、
印
鑑
登
録
、
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド
、
埋
葬・火
葬
許
可
、
税
諸
証
明
、

他
課
業
務
（
福
祉
・
保
健
・
子
育
て
・
上
下
水
道
な
ど
）
の
一
部

住
民
税
務
課 

住
民
係

☎
４
３・９
０
２
０

１階２階

加悦庁舎

戸
籍
、
住
民
基
本
台
帳
、
印
鑑
登
録
、
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド
、
埋
葬
・
火
葬
許
可
、
住
民
相
談
、
人

権
啓
発
、
町
税
（
個
人
・
法
人
の
町
民
税
、
固
定
資
産
税
、
軽
自
動
車
税
、
町
た
ば
こ
税
な
ど
）
の
賦

課
・
徴
収
、
税
諸
証
明
、
他
課
業
務
（
上
下
水
道
な
ど
）
の
一
部
な
ど

住
民
税
務
課

☎
４
３・９
０
２
０

地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー

高
齢
者
総
合
相
談
、
権
利
擁
護
、
認
知
症
支
援
、
介
護
予
防
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
、
成
年
後

見
サ
ポ
ー
ト
セ
ン
タ
ー
な
ど

介
護
保
険
、
介
護
予
防
、
養
護
老
人
ホ
ー
ム
、
配
食
サ
ー
ビ
ス
、
安
心
見
守
り
事
業
、
敬
老
事
業
、
障

害
者
手
帳
、
障
害
者
自
立
支
援
、
障
害
者
地
域
生
活
支
援
、
民
生
委
員・児
童
委
員
、
く
ら
し
の
資
金
、

ひ
き
こ
も
り
対
応
、
生
活
困
窮
、
自
殺
予
防
、
援
護
事
務
、
Ｄ
Ｖ
・
虐
待
防
止
な
ど

福
祉
課

☎
４
３・９
０
２
１

自
主
番
組
編
成
・
撮
影
・
放
送
、
伝
送
路
・
宅
内
工
事
、
文
字
・
デ
ー
タ
放
送
、

加
入
受
け
付
け
な
ど

総
務
課 

秘
書
広
報
係
Ｃ
Ａ
Ｔ
Ｖ
担
当

☎
４
３・９
０
２
８

監査委員会

国
民
健
康
保
険
、
国
民
年
金
、
献
血
、
老
人
・
障
害
者
医
療
、
後
期
高
齢
者
医
療
、
健
康
増
進
・
相
談
、

介
護
予
防
、
住
民
健
診
、
予
防
接
種
推
進
事
業
、
食
生
活
改
善
推
進
な
ど

保
健
課

☎
４
３・９
０
２
２

国
民
健
康
保
険
診
療
所

小
・
中
学
校

図
書
館

公
民
館

給
食
セ
ン
タ
ー

か
え
で
こ
ど
も
園

山
田
保
育
所

の
だ
が
わ
こ
ど
も
園

石
川
保
育
所

つ
ば
き
こ
ど
も
園

児
童
手
当
、
障
害
児
福
祉
、
子
育
て
支
援
医
療
費
、
未
熟
児
養
育
医
療
費
、
母
子
健
康
、
乳
幼
児
健
診
、

栄
養
指
導
、
離
乳
食
教
室
、
認
定
こ
ど
も
園
・
保
育
所
な
ど

子
育
て
世
代
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー

両
親
面
談
、
母
子
健
康
手
帳
の
交
付
、
赤
ち
ゃ
ん
訪
問
、
産
後
ケ
ア
な
ど

子
育
て
応
援
課

☎
４
３・９
０
２
４

子
ど
も
家
庭
総
合
支
援
拠
点

子
ど
も
・
家
庭
・
妊
産
婦
等
支
援
、
児
童
虐
待
防
止
、
子
ど
も
・
子
育
て
支
援
な
ど

農
地
の
売
買
・
貸
借
・
転
用
、
形
状
変
更
、
農
地
相
談
な
ど

農
業
委
員
会
事
務
局

☎
４
３・９
０
２
３

別館 １階

農
業
振
興
施
策
（
自
然
循
環
農
業
、
京
の
豆
っ
こ
肥
料
な
ど
）、
農
業
担
い
手
育
成
・
支
援
、
有
害
鳥

獣
対
策
、
農
地
・
農
業
用
施
設
に
係
る
相
談
、
土
地
改
良
事
業
、
林
業
振
興
施
策
、
治
山
事
業
、
保
安

林
、
一
般
廃
棄
物
、
公
害
防
止
対
策
、
ご
み
減
量
化
・
資
源
化
、
不
法
投
棄
対
策
、
改
葬
許
可
な
ど

農
林
環
境
課
（
新
設
）

☎
４
３・９
０
２
３

地
球
温
暖
化
対
策
室
（
新
設
）

環
境
美
化
、阿
蘇
海
浄
化
、地
球
温
暖
化
対
策
、森
林
整
備
、森
林
環
境
譲
与
税
、

多
面
的
支
払
交
付
金
、
農
村
Ｒ
Ｍ
Ｏ
な
ど

野
田
川
衛
生
プ
ラ
ン
ト

教育委員会

教　育　長

教育委員会事務局

教
職
員
の
人
事
・
研
修
、
学
校
施
設
整
備
、
学
校
組
織
再
編
、
教
育
課
程
、
運
営
指
導
、
教
科
書
の
選

択
、
就
学
・
転
入
学
、
児
童
生
徒
の
安
心
安
全
、
就
学
援
助
な
ど

学
校
教
育
課

☎
４
３・９
０
２
５

公
民
館
・
体
育
館
・
グ
ラ
ウ
ン
ド
等
管
理
、
教
育
文
化
施
設
管
理
、
公
民
館
活
動
・
生
涯
学
習
、
ス
ポ
ー

ツ
振
興
、
文
化
振
興
、
俳
句
・
短
歌
振
興
、
人
権
教
育
、
高
校
魅
力
化
、
成
人
式
、
学
童
保
育
、
伝
統

的
建
造
物
群
・
建
造
物
・
美
術
工
芸
品
・
埋
蔵
文
化
財
・
民
俗
文
化
財
等
の
保
存
と
活
用
な
ど

社
会
教
育
課

☎
４
３・９
０
２
６

定
例
会
・
臨
時
会
、
常
任
委
員
会
、
議
会
運
営
委
員
会
、
特
別
委
員
会
、
議
事
録
作
成
、
議
会
広
報
、

議
員
の
報
酬
・
身
分
・
履
歴
な
ど

議
会
事
務
局

☎
４
３・９
０
２
７

３階

議
会

２階

■ ごみの収集に関すること
　農林環境課 ☎ 43-9023
■ 埋葬・火葬許可に関すること
　住民税務課 ☎ 43-9020
■ 行政相談などに関すること
　住民税務課 ☎ 43-9020

■ 動物等死骸処理に関すること
　農林環境課 ☎ 43-9023
■ 改葬※許可に関すること
　農林環境課 ☎ 43-9023
　※ 墓地に埋蔵されている遺骨を、

他の墓地に移すこと

暮らしに関する問い合わせ先

1616広報よさのNo.205広報よさのNo.2051717 広報よさの 広報よさの MARCHMARCH 2023 2023



令
和
５
年
４
月
１
日
か
ら

　
　
　
　

運
営
方
法
を
変
更
し
ま
す

野
田
川
森
林
公
園

野
田
川
ユ
ー
ス
セ
ン
タ
ー

使用できる施設

■ 野田川森林公園
屋内交流広場、グラウンド・ゴルフ場、公園

■ 野田川ユースセンター
音楽ホール棟

予約・使用方法

■ 屋内交流広場・音楽ホール棟

▶ ▶▶予約
野田川わーくぱる（☎
42-7711） に て 受 け
付けます。

【受付時間】
午前９時～午後５時

【休館日】
木 曜 日、12 月 29 日
～翌年１月３日

鍵の受け取り
野田川わーくぱるにて
申請書に必要事項を記
入し、鍵を受け取る。

利用
施設のルールを守って
ご利用ください。

鍵の返却
ご利用後、施設の鍵は
野田川わーくぱるへ返
却をお願いします。な
お、返却ポストも設け
ています。

■ グラウンド・ゴルフ場
森林公園管理棟（☎ 42-4411）で予約を受け付けます。空きがあれば当日受け付けでのご利用も可能
です。なお、スコアボードの貸し出しなど、これまでの利用と大きな変更はありません。

【受付時間】午前９時～午後５時　【休館日】木曜日　※ 11 月～２月は休館

使用料金など

■ 屋内交流広場・音楽ホール棟

施設名 使用時間 使用料金 予約期間 休館日

屋内交流広場

① 午前９時～午後１時
② 午後１時～５時
③ 午後５時～９時

① 2,000 円
② 2,000 円
③ 2,000 円
※ ２分の１利用の場合
は半額
※ 営利目的の場合は上
記料金の３倍の額
■ 照明設備
200 円／ 30 分

使用予定日の
６ヵ月前から
３日前まで

■ 木曜日
■ 12 月 29 日～
■ 翌年１月３日
※ 臨時休館する場
合があります

音楽ホール棟

・ 午前９時～午後１時
・ 午後１時～５時
・ 午後６時～ 10 時
※ 予約管理上、使用時
間区分を設けています

終日 3,000 円
※ 営利目的の場合は上
記料金の３倍の額

使用予定日の
６ヵ月前から
３日前まで

■ 12 月 29 日～
■ 翌年１月３日
※ 臨時休館する場
合があります

■ グラウンド・ゴルフ場

使用時間 使用区分
使用料金

予約期間 休館日４時間以内
の使用

４時間を超
える使用

午前９時～午後５時

団
体

一般 8,000 円 16,000 円

使用予定日の
６ヵ月前から
３日前まで

■ 木曜日 
■ 11 月～２月 
※ 臨時休館する
場合があります

高校生以下の
児童・生徒 4,000 円 8,000 円

個
人

一般 200 円 400 円

高校生以下の
児童・生徒 100 円 200 円

■ クラブおよびボールの貸し出し・・・１組１日あたり 200 円 
■ 「団体」とは 50 人以上が占有して使用することをいう 
■ 営利目的の場合は上記料金の３倍の額

Q ＆ A

Q １
A

Q ２
A

Q ３
A

音楽ホール棟で飲食はできますか？
お弁当などを持ち込み飲食されることは可能です。ただし、飲食の提供はできませんので、飲食の
準備や片付け、ごみの持ち帰りをお願いします。
屋内交流広場でバーベキューはできますか？
安全管理のため屋内交流広場での火気の使用は「禁止」としますので、バーベキューをすることは
できません。なお、花火も同様です。
グラウンド・ゴルフ場を利用するとき、大人と高校生以下の人数を合わせて 50 人の場合の料金は？
団体扱いになります。50 人の内、高校生以下の児童・生徒の人数が 21 人以上となる場合は「高
校生以下の児童・生徒の団体料金」とします。

※ 屋内交流広場やグラウンド・ゴルフ場の使用料等は、３月定例会に
提出する条例の一部改正議案の可決後に決定となります

　　
４
月
１
日
か
ら
、
野
田
川
森
林
公
園
（
京
都
府
野
田

川
ユ
ー
ス
セ
ン
タ
ー
を
含
む
）
の
運
営
方
法
を
指
定
管

理
か
ら
与
謝
野
町
の
直
接
運
営
に
変
更
し
ま
す
。
運
営

方
法
の
変
更
に
伴
い
、使
用
で
き
る
施
設
や
予
約
方
法
、

料
金
な
ど
を
変
更
し
ま
す
の
で
お
知
ら
せ
し
ま
す
。
皆

さ
ま
に
は
ご
不
便
と
ご
迷
惑
を
お
か
け
し
ま
す
が
、
ご

理
解
と
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

問　
観
光
交
流
課 

☎
４
３・９
０
１
６

【
野
田
川
森
林
公
園
・
野
田
川
ユ
ー
ス
セ
ン
タ
ー
】

　

平
成
３
年
開
業
。
22
年
度
か
ら
令
和
４
年
度
末
ま

で
、
指
定
管
理
者
と
し
て
合
同
会
社
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
野

田
川
に
運
営
い
た
だ
い
て
い
ま
す
。
前
身
の
財
団
法
人

コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
野
田
川
を
含
め
る
と
、
開
業
か
ら
31
年

間
の
長
き
に
渡
り
、
地
域
活
性
化
に
ご
尽
力
い
た
だ
き

ま
し
た
。

　
開
業
か
ら
30
年
以
上
が
経
過
し
、
野
田
川
ユ
ー
ス
セ

ン
タ
ー
の
施
設
・
設
備
の
老
朽
化
な
ど
を
考
慮
し
て
、

令
和
５
年
度
は
「
宿
泊
事
業
を
休
止
」
し
、
貸
館
業
務

の
み
を
実
施
し
ま
す
。

町 政  News & Information
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複業人材を活用した実証実験で大きな成果を得る
複業人材を活用した実証実験報告会 問　企画財政課 ☎ 43-9015

　
与
謝
野
町
と
成
功
報
酬
無
料
の
複

業
マ
ッ
チ
ン
グ
プ
ラ
ッ
ト
フ
ォ
ー
ム

「
複
業
ク
ラ
ウ
ド
」
を
展
開
す
る
株

式
会
社A

ア

ナ

ザ

ー

nother w

ワ
ー
ク
ス

orks

（
本
社

／
東
京
都
渋
谷
区
）
は
、
役
場
内
に

複
業
人
材
を
登
用
す
る
実
証
実
験
に

お
い
て
、
業
務
改
善
ア
ド
バ
イ
ザ
ー

と
企
業
誘
致
戦
略
ア
ド
バ
イ
ザ
ー
を

そ
れ
ぞ
れ
１
人
ず
つ
登
用
し
、
庁
内

プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
チ
ー
ム
の
職
員
と
と

も
に
約
半
年
間
に
わ
た
り
プ
ロ
ジ
ェ

ク
ト
を
推
進
し
て
き
ま
し
た
。
こ
の

度
任
期
満
了
を
迎
え
、
２
月
10
日
に

オ
ン
ラ
イ
ン
で
実
証
実
験
報
告
会
を

開
催
。
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
に
関
わ
っ
た

職
員
と
複
業
人
材
２
人
か
ら
取
り
組

み
内
容
と
成
果
を
報
告
し
ま
し
た
。

《
職
員
か
ら
の
報
告
》

　
業
務
改
善
の
具
体
的
な
手
法
を
検

討
し
、
実
績
と
成
果
を
踏
ま
え
て
、

今
後
の
実
践
と
横
展
開
の
可
能
性
を

見
い
出
す
こ
と
を
目
的
に
、４
課（
総

務
課
・
企
画
財
政
課
・
観
光
交
流

課
・
税
務
課
）
で
実
施
。
日
常
業
務

の
タ
ス
ク
管
理
や
業
務
フ
ロ
ー
図
の

作
成
、
集
中
業
務
タ
イ
ム
の
取
り
組

み
な
ど
の
ノ
ウ
ハ
ウ
を
学
ぶ
こ
と
が

で
き
ま
し
た
。
ま
た
、
民
間
企
業
で

は
業
務
の
効
率
化
を
シ
ビ
ア
に
実
践

さ
れ
て
い
る
こ
と
を
痛
感
。
業
務
改

善
を
一
過
性
の
も
の
と
せ
ず
、
継
続

的
に
取
り
組
ん
で
い
け
る
仕
組
み
や

環
境
づ
く
り
を
検
討
し
、
役
場
全
体

で
の
無
駄
の
削
減
に
併
せ
て
自
治
体

Ｄ
Ｘ
を
推
進
し
て
い
き
た
い
で
す
。

一
過
性
で
は
な
く

継
続
す
る
こ
と
が
大
事 　

複
業
人
材　

三み

島し
ま 

浩こ
う
い
ち一
さ
ん

　

業
務
フ

ロ
ー
図
の
作

成
や
タ
ス
ク

管
理
シ
ー
ト

は
情
報
収
集

に
す
ぎ
ま
せ
ん
。
そ
こ
か
ら
無
駄
を

み
つ
け
る
こ
と
が
で
き
な
か
っ
た
の

は
残
念
で
し
た
。
行
政
の
不
効
率
な

仕
事
の
仕
方
は
他
の
自
治
体
で
見
て

い
る
の
で
、
与
謝
野
町
に
も
き
っ
と

改
善
で
き
る
余
地
が
あ
る
と
思
い
ま

す
。
４
課
が
自
主
的
に
取
り
組
も
う

と
手
が
上
が
っ
た
こ
と
は
す
ば
ら
し

く
、
ま
た
、
集
中
業
務
タ
イ
ム
の
導

入
を
決
め
て
即
座
に
集
中
業
務
ル
ー

ム
を
設
置
し
、
誰
に
指
示
さ
れ
る
わ

け
で
は
な
く
自
発
的
に
利
用
が
進
む

な
ど
、
自
律
的
に
仕
事
を
さ
れ
て
い

る
こ
と
が
よ
く
分
か
り
ま
し
た
。
一

過
性
の
取
り
組
み
に
す
る
の
で
は
な

く
継
続
す
る
こ
と
と
外
部
に
意
見
を

求
め
る
こ
と
が
重
要
で
す
。

オ
ン
ラ
イ
ン
で
開
催
し
た
実
証
実
験
報
告
会

デ
ジ
タ
ル
・
ト
ラ
ン
ス
フ
ォ
ー
メ
ー
シ
ョ

ン
の
略
称
で
、
地
域
住
民
の
利
便
性
や
行

政
サ
ー
ビ
ス
を
向
上
さ
せ
る
た
め
の
も

の
。
そ
の
た
め
の
一
環
と
し
て
、
マ
イ
ナ

ン
バ
ー
カ
ー
ド
の
活
用
や
行
政
手
続
き
の

オ
ン
ラ
イ
ン
化
、
脱
ハ
ン
コ
な
ど
が
挙
げ

ら
れ
る
。

自
治
体
Ｄ
Ｘ
と
は

《
職
員
か
ら
の
報
告
》

　
与
謝
野
町
に
企
業
誘
致
を
推
進
し

て
い
く
た
め
の
戦
略
策
定
に
向
け
て

取
り
組
ん
で
き
ま
し
た
。
Ｓス

ウ
ォ
ッ
ト

Ｗ
Ｏ
Ｔ

分
析
（
強
み
・
弱
み
・
機
会
・
脅
威

の
要
因
分
析
）
や
誘
致
タ
ー
ゲ
ッ
ト

と
す
べ
き
業
種
の
選
定
、
企
業
誘
致

の
手
法
な
ど
も
学
ぶ
こ
と
が
で
き
、

企
業
誘
致
戦
略
お
よ
び
実
施
計
画
の

骨
子
を
作
成
す
る
こ
と
が
で
き
ま
し

た
。
今
後
、
ア
ド
バ
イ
ザ
ー
か
ら
学

ん
だ
企
業
誘
致
の
考
え
方
、
誘
致
活

動
の
進
め
方
を
基
本
に
し
な
が
ら
、

積
極
的
な
誘
致
活
動
を
行
っ
て
い
く

予
定
で
す
。

地
元
企
業
の
声
を
聴
き
、

戦
略
を
策
定 　

複
業
人
材　

片か
た
ぎ
り桐 

新し
ん

之の

介す
け

さ
ん

　
「
ど
の
よ

う
な
企
業
が

与
謝
野
町
に

来
て
く
れ
る

と
、
ど
の
よ

う
な
こ
と
が
で
き
る
の
か
」
に
つ
い

て
地
元
の
企
業
の
声
を
聴
き
、
し
っ

か
り
と
戦
略
を
立
て
る
こ
と
が
で
き

ま
し
た
。
他
の
自
治
体
で
は
な
い
良

い
か
た
ち
で
あ
っ
た
と
思
い
ま
す
。

　
こ
れ
か
ら
の
地
方
は
大
都
市
か
ら

い
か
に
来
て
も
ら
え
る
か
、
選
ん
で

も
ら
え
る
か
、
と
い
う
こ
と
を
積
極

的
に
仕
掛
け
て
い
く
必
要
が
あ
り
ま

す
。
そ
の
中
で
、
戦
略
で
明
確
に
攻

め
方
の
方
針
を
示
せ
た
こ
と
も
大
き

な
成
果
で
す
。
役
場
の
担
当
者
だ
け

で
な
く
、
地
元
企
業
の
熱
意
も
あ
っ

た
う
え
で
企
業
が
誘
致
で
き
る
と
い

う
一
つ
の
軸
が
で
き
、
一
歩
を
踏
み

出
せ
た
こ
と
は
大
き
い
と
考
え
て
い

ま
す
。

【
企
業
誘
致
戦
略
策
定
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
】

取
り
組
み
内
容
を
報
告
す
る
職
員

今
回
の
複
業
人
材
の

　
　
　
登
用
を
振
り
返
っ
て

与
謝
野
町
長　

山や
ま
ぞ
え添 

藤と
う

真ま

　
外
部
の
視
点
で
ア
ド
バ
イ
ス
を
い

た
だ
い
た
こ
と
で
、
よ
り
多
角
的
な

視
点
で
役
場
業
務
を
見
直
す
こ
と
が

で
き
ま
し
た
。
今
後
、
指
摘
を
踏
ま

え
て
定
着
さ
せ
て
い
く
こ
と
が
重
要

だ
と
考
え
て
い
ま
す
。
ま
た
、
業
務

改
善
を
通
し
て
、
自
治
体
Ｄ
Ｘ
の
推

進
が
ま
だ
ま
だ
で
き
て
い
な
い
こ
と

を
痛
感
し
ま
し
た
。
一
過
性
に
す
る

こ
と
な
く
引
き
続
き
業
務
改
善
、
自

治
体
Ｄ
Ｘ
を
推
進
し
て
い
き
ま
す
。

　
企
業
誘
致
に
つ
い
て
は
こ
れ
ま
で

か
ら
方
向
性
を
持
っ
て
い
ま
し
た

が
、
具
体
的
に
ど
の
よ
う
に
取
り
組

ん
で
い
く
か
ま
で
は
で
き
て
い
ま
せ

ん
で
し
た
。
し
か
し
、
今
回
、
地
元

企
業
の
意
向
も
収
集
し
、
企
業
誘
致

戦
略
を
明
確
に
で
き
た
こ
と
は
非
常

に
大
き
な
成
果
で
す
。
今
後
、
人
口

減
少
が
進
む
中
で
働
く
場
を
確
保
し

て
い
く
、
あ
る
い
は
町
内
で
の
経
済

活
動
を
よ
り
積
極
的
に
進
め
て
行
く

重
要
性
は
ま
す
ま
す
高
ま
っ
て
く
る

と
思
っ
て
い
ま
す
の
で
、
確
実
に
成

果
を
出
せ
る
よ
う
に
取
り
組
ん
で
ま

い
り
ま
す
。

×与謝野町 株式会社 Another Works

【
業
務
改
善
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
】

　リフレかやの里の本館は、令和５年３月 31 日をもって営業を終了し、同年４月１日から７年３
月 31 日まで一時休館とさせていただきます。今後、施設の目的である「農業振興による地域活性
化を図ることのできる施設」として、７年度の再スタートを目指します。皆さまには大変なご不便
とご迷惑をおかけしますが、ご理解いただきますようお願いします。
　なお、社会福祉法人よさのうみ福祉会につきましては、リフレ農産加工施設およびリフレケーキ
工房を拠点として、令和５年度も引き続き地域での活動を継続していただきます。

　リフレかやの里の一時休館のお知らせ 問　農林課 ☎ 43-9023　恋愛感情や親切心につけこむ「国際ロマンス詐欺」に注意
　宮津与謝管内でインターネットを介して連絡を取り合ううちに、恋愛感情を抱かせ送金を迫られ
る「国際ロマンス詐欺」と思われる被害が発生しました。この手口は「いつか結婚したい」「伴侶
を得たい」など結婚をほのめかして恋愛感情を抱かせた後、「お金や金塊を送るので受け取ってほ
しい」「受け取るために保険や送料が必要」などと言い金銭を要求するものです。言われるままに
振り込むとさまざまな理由を付けて次々に金銭を要求してきます。面識のない人から荷物や金銭な
どを送りたいと言われても、安易に受け取る約束をしないようにしましょう。

町 政  News & Information町 政  News & Information
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入札日 工事等の名称 場所 業者数 落札業者名 予定価格
（千円 / 税抜）

最低制限
価格

（千円 / 税抜）
落札金額

（千円 / 税抜）
落札率
（％） 期間

１/18 加悦黒見山線区画線設置工事 与謝地内他 ３者 西田工業株式会社 1,592 1,405 1,405 88.25 R5/1/26
～ 3/31

１  月入札結果 問　総務課 ☎ 43-9010

たんぽぽ組の園児と宮津学舎建築科の生徒

　１月 31 日、宮津天橋高校宮津学舎建築科の
３年生からのだがわこども園に、手作りのまま
ごとハウスを寄贈いただきました。この取り組
みは宮津高校時代から 20 年来続くもので、昨
年はつばきこども園に寄贈いただいています。
　ままごとハウスは地元の森林組合から譲り受
けたヒノキの間伐材を使用し、「どんな感じに
したら喜んでもらえるのかを考えながら作りま
した」と生徒たち。木のぬくもりを感じられ、
角は丁寧にやすりがかけられており、小さな園
児たちも安心して遊べるようになっています。
また、併せて木製の椅子やベンチ、魚釣りセッ
ト、宮津中学校の生徒が作った積み木などもい
ただきました。

　生徒を代表して加
か が や

賀谷さん（３年）が「まま
ごとハウスに付いているおひさまのように、笑
顔いっぱい友達と遊んでほしいです」とメッ
セージを送りました。園児たちは早速、高校生
たちと魚釣りをするなど歓声をあげて笑顔いっ
ぱいで遊んでいました。この度の寄贈、まこと
にありがとうございました。

かわいい
ままごとハウスを
いただきました

新型コロナウイルス感染症対策

マスクの着用は
個人の判断へ

令和５年３月 13 日から

マスクの着用が効果的な場面

高齢者など重症化リスクの高い方への感染を防ぐ
ため、以下の場面ではマスクの着用を推奨します。

医療機関を受診するとき
高齢者など重症化リスクの高い方が多く入
院・生活する医療機関や高齢者施設などへ訪
問するとき

●

●

症状がある場合など

症状がある方、新型コロナウイルス感染症の検査
で陽性となった方、同居の家族に陽性となった方
がいる方は、感染を広げないために外出を控えて
ください。通院などでやむを得ず外出するときは、
人混みを避けマスクの着用をお願いします。

与謝野町の対応

国の方針を受け与謝野町では以下の対応とします
ので、ご理解いただきますようお願いします。

窓口および各課のカウンターに飛沫防止対
策として設置している「アクリルパネル

（カーテン含む）」を撤去します。
執務中の職員のマスクの着脱
は「個人の判断」とします。

●

●

詳しくは、厚生労働省
ホームページからご覧
いただけます。

新型コロナウイルス感染症対策として、これまではマスク
の着用が屋外では原則不要、屋内では原則着用となってい
ますが、３月 13 日から「個人の判断が基本」となります。
本人の意思に反してマスクの着脱を強いることがないよ
う、また、個人の主体的な判断が尊重されるよう、皆さま
のご配慮をお願いします。　
問　防災安全課 ☎ 43-9011

ま
す
。
ま
た
、
近
く
に
は

地
元
の
新
鮮
野
菜
や
特
産

品
が
そ
ろ
う
道
の
駅
が
あ

り
、
地
域
の
魅
力
を
満
喫

し
な
が
ら
キ
ャ
ン
プ
を
楽

し
め
ま
す
。

　
特
に
お
す
す
め
は
標
高

５
０
０
ｍ
か
ら
の
絶
景
。

時
期
や
気
候
に
よ
り
ま
す

が
、
朝
は
雲
海
、
夜
は
満

点
の
星
空
を
見
る
こ
と
が

で
き
ま
す
。
日
常
離
れ
し

た
大
自
然
の
中
で
、
ご
家

族
や
友
人
と
癒
し
の
キ
ャ

ン
プ
を
味
わ
っ
て
み
て
は

い
か
が
で
す
か
。

５月１日～ 11 月 19 日
午前９時～午後５時（管理棟）
水曜日
▼ バンガロー 7,500 円 / 棟・泊
▼ オートサイト・キャンピングカー
サイト 4,500 円 / 区画・泊
▼ テントサイト 2,500 円 / 区画・泊
２月１日からインターネット予約開
始（ キ ャ ン プ 場 検 索・ 予 約 サ イ ト
なっぷ／ https://www.nap-camp.com/
kyoto/10630）

高
５
０
０
ｍ
の

大
江
山
登
山
口

に
位
置
す
る
加
悦
双そ

う
ぼ
う峰
公

園
。
園
内
に
は
、
ア
ウ
ト

ド
ア
が
楽
し
め
る
テ
ン
ト

サ
イ
ト
（
全
７
区
画
）
や

車
の
乗
り
入
れ
が
可
能
な

オ
ー
ト
サ
イ
ト
（
全
14
区

画
）、
絶
景
が
目
の
前
に

広
が
る
キ
ャ
ン
ピ
ン
グ

カ
ー
サ
イ
ト（
全
４
区
画
）

の
ほ
か
、
キ
ャ
ン
プ
初
心

者
で
も
気
軽
に
宿
泊
で
き

る
バ
ン
ガ
ロ
ー（
全
７
棟
）

が
あ
り
、
各
所
に
ト
イ
レ

と
炊
事
場
を
完
備
し
て
い

加悦双峰公園
～ 標高 500 ｍで体感する非日常 ～

標

■ 開園期間
■ 営業時間
■ 定 休 日
■ 利 用 料

■ そ の 他

問　加悦双峰公園 ☎ 43-1581
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薬物乱用は
「ダメ。ゼッタイ。」

薬物乱用は、周囲の人
から誘われて、好奇心
や興味本位で手を染め
るケースが多く見られ
ます。薬物乱用に対す
る理解を深め、絶対に
手を出さないという自
覚が大切です。

空家の適正な管理をお願いします
空家総合相談窓口 問　総務課 ☎ 43-9010

　

空
家
の
所
有
者
・
管
理
者

は
、
空
家
が
周
囲
に
悪
影
響
を

及
ぼ
さ
な
い
よ
う
、
自
ら
の
責

任
と
負
担
に
よ
り
適
正
に
管
理

し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
こ
と
に

な
っ
て
い
ま
す
。
管
理
不
全
な

空
家
が
原
因
で
、
近
隣
住
民
や

通
行
人
な
ど
に
損
害
を
与
え
た

場
合
、
被
害
者
な
ど
か
ら
賠
償

責
任
を
問
わ
れ
る
こ
と
が
あ
り

ま
す
。

　
空
家
の
所
有
者・管
理
者
は
、

自
ら
の
管
理
責
任
に
お
い
て
今

一
度
ご
認
識
い
た
だ
き
、
適
正

な
管
理
に
務
め
て
い
た
だ
き
ま

す
よ
う
お
願
し
ま
す
。
な
お
、

近
隣
に
あ
る
管
理
不
全
な
空
家

で
お
困
り
の
方
、
ま
た
空
家
の

所
有
者
・
管
理
者
の
方
で
、
管

理
方
法
な
ど
に
つ
い
て
お
悩
み

の
場
合
は
「
空
家
総
合
相
談
窓

口
（
総
務
課
内
）」
ま
で
ご
相

談
く
だ
さ
い
。

功績・功労をたたえて

三
河
内
地
区
公
民
館

● 

第
75
回
優
良
公
民
館
表
彰

 

与
謝
野
町
立
三
河
内
地
区
公

民
館
が
、
優
秀
な
成
果
を
上
げ

他
の
規
範
と
し
て
認
め
ら
れ
る

公
民
館
と
し
て
、
与
謝
野
町
内

の
地
区
公
民
館
で
は
初
と
な
る

文
部
科
学
大
臣
表
彰
を
受
賞
さ

れ
ま
し
た
。

 

三
河
内
地
区
公
民
館
は
、
町

内
の
地
区
公
民
館
で
も
最
初
に

公
民
館
活
動
を
実
施
し
た
館
と

し
て
、
町
全
体
の
公
民
館
事
業

を
牽
引
し
、
公
民
館
活
動
の
活

性
化
に
寄
与
し
て
い
る
こ
と
、

ま
た
、
三
河
内
地
区
の
将
来
を

考
え
た
人
材
育
成
な
ど
の
取
り

組
み
が
評
価
さ
れ
、
こ
の
度
の

受
賞
に
い
た
り
ま
し
た
。

　
２
月
３
日
に
行
わ
れ
た
表
彰

式
は
、
対
面
・
オ
ン
ラ
イ
ン
併

用
で
開
催
。
三
河
内
地
区
公
民

館
の
役
員
の
方
々
が
オ
ン
ラ
イ

ン
で
表
彰
式
に
参
加
し
た
後
、

長な
が
し
ま島

教
育
長
か
ら
岡お

か

田だ

攻お
さ
む

公

民
館
長
（
写
真
中
央
）
に
表
彰

状
が
手
渡
さ
れ
ま
し
た
。

ＦＭ告知放送は、ＦＭ告知端末機を屋内に設置し役場から
一般的な行政情報をはじめ、防災の緊急情報などを住民の
皆さんにいち早くお届けする重要なサービスです。
問　CATV センター ☎ 43-9028

ＦＭ告知端末機
設置していますか？

① 有線テレビ加入者の各ご家庭に、町から無償貸与する FM
告知端末機を設置して行政情報などをお知らせします。放

送を聞き逃した場合でも、録音再生機能により直近のものであれば
放送内容を確認することができます。

② 停電した場合でも、FM 告知端末機本体に電池が入ってい
れば緊急放送を聞くことができるほか、FM ラジオも聞け

ます。

③ 有線テレビ加入料は当分の間、無料です。また、標準的な
宅内配線工事の場合は、個人負担なく設置できます。

設置※１無料！

利用料※２無料！

※１… 標準的な工事に限ります
※２… ＦＭ告知端末機のみのプラン（Ｄプラン）に限ります

注 項意 事

ＦＭ告知端末機の設置を希望する場合は、CATV センターまで申
し込みが必要です。
設置工事は、与謝野町指定の町内電気事業者のみとなります。
設置する機器は、「ONU 機器（屋外）」と「ＦＭ告知端末機（屋内）」
で、配線が必要です。
アパートなど賃貸物件については、事前に所有者や管理者の設置承諾を得てください。
標準的な宅内配線工事費は無料ですが、埋め込み配線などの特殊工事費や、A プラン（テレビ＋
FM 告知プラン）のテレビ部分の配線工事費は個人負担となります。

1．

2．
3．

4．
5．

スピーカー
電池ボックス

緊急放送ランプ

操作ボタン（再生、音量）

▶ FM 告知端末機の３つの特徴

新
築
の
家
屋
に
設
置
す
る

Ｆ
Ｍ
告
知
端
末
機

町 政  News & Information

令和５年１月末現在
まちのうごき

人　口	20,166 人（－ 30）

　男　	19,655 人（－ 14）

　女　	10,511 人（－ 16）

世帯数	 8,916 戸（－ 11）
※ ( ) 内は住民基本台帳に基づく前月比
※外国人含む

※ この欄で紹介する出生とお悔やみは、１月 16 日から２月 15 日までの届け出分です。また、役場窓口で届け出の際に希望された方のみを掲載しています。

（
敬
称
略
）

お
悔
や
み

（
敬
称
略
）

お
め
で
と
う

　
ご
ざ
い
ま
す

町内に配布している広報紙には
掲載しています。

町内に配布している広報紙には
掲載しています。

与謝野町役場 
　☎ 43-9000（代表）

総務課
　☎ 43-9010 
防災安全課 
　☎ 43-9011
商工振興課
　☎ 43-9012
会計室
　☎ 43-9013
建設課
　☎ 43-9014
企画財政課
　☎ 43-9015
観光交流課
　☎ 43-9016
加悦庁舎 
　☎ 43-9001（代表）

税務課
　☎ 43-9020
福祉課
　☎ 43-9021
保健課
　☎ 43-9022
農林課
　☎ 43-9023
子育て応援課
　☎ 43-9024
教育委員会 学校教育課
　☎ 43-9025
教育委員会 社会教育課
　☎ 43-9026
議会事務局
　☎ 43-9027
CATV センター
　☎ 43-9028
野田川庁舎
　☎ 43-9002（代表）

住民環境課
　☎ 43-9030
上下水道課
　☎ 43-9031
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【クアハウス岩滝】【クアハウス岩滝】
休館のお知らせ休館のお知らせ

老朽化した温泉設備等の改修工事
を行うため、以下のとおり全館休
館します。長期間の休館となり、
ご迷惑をおかけしますがご理解い
ただきますようお願いします。
休館期間
４月１日（土）～５月 31 日（水）
　　観光交流課 ☎ 43-9016

バス・鉄道時刻表が新バス・鉄道時刻表が新
しくなりますしくなります

３月18日の鉄道のダイヤ改正（バ
スは４月１日）に伴い、与謝野町
が発行している「バス・鉄道時刻
表」が新しくなります。なお、新
しい時刻表は次の場所で配布しま
すが、バスの運行時刻は３月 31
日まで令和４年 10 月１日発行の
時刻表を参照してください。
配布開始日　３月 16 日（木）から
設置場所　各役場庁舎、与謝野駅、
丹後海陸交通株式会社、観光協会、
地区公民館（野田川地域）など
　　企画財政課 ☎ 43-9015

与謝野町文化祭の与謝野町文化祭の
日程について日程について

令和５年度の与謝野町文化祭は、
以下の日程で開催予定です。
日程・会場

【展示発表】11 月４日（土）、５
日（日）／野田川体育館

【ステージ発表】11 月５日（日）
／野田川わーくぱる
問　社会教育課 ☎ 43-9026

2023 年トルコ・シリア2023 年トルコ・シリア
地震救援金地震救援金

日本赤十字社では、2023 年トル
コ・シリア地震救援金を受け付け
ています。

期間　５月 31 日（水）まで
受付口座
■ ゆうちょ銀行

【口座番号】00110-2-5606
【加入者名】日本赤十字社（ニホ
ンセキジュウジシャ）
※ 通信欄に「2023 年トルコ・シ
リア地震救援金」と明記
※ 窓口での振り込みの場合は、
振込手数料は免除
■ 都市銀行

【三井住友銀行】すずらん支店
（普）2787787
【三菱 UFJ 銀行】やまびこ支店
（普）2105790
【みずほ銀行】クヌギ支店
（普）0623536
※ 口座名義はすべて日本赤十字
社（ニホンセキジュウジシャ）
※ 金融機関によって
は、振込手数料が別
途かかる場合があり
ます
問　日本赤十字社京都府支部
☎ 075-541-9326

新型コロナワクチン新型コロナワクチン
接種について接種について

新型コロナワクチン接種を希望す
る方は、町が指定する医療機関で
の「個別接種」となり、与謝野町
コロナワクチン受付相談センター
のみで受け付けています（各医療
機関での受け付けは行いません）。
ワクチン接種は３月末（２月 21
日現在）までとなっていますので、
希望する方はお早めに予約をお願
いします。
接種日　金曜日（午後）、土曜日（午
前）
接種方法　与謝野町が指定する医
療機関で接種
　　　　与謝野町コロナワクチン
受付相談センター ☎ 43-2822

（午前 9 時～午後 5 時　※ 土日祝
日を除く）

マ イ ナ ポ イ ン ト 設 定 サマ イ ナ ポ イ ン ト 設 定 サ
ポートの休日窓口を開設ポートの休日窓口を開設

日時　３月 21 日（祝）午前９時
～ 11 時
場所　役場野田川庁舎
持ち物　事前にお問い合わせくだ
さい
その他　ご本人様がご来庁くださ
い。順番にお呼びしますので時間
に余裕をもってお越しください。
問　住民環境課 ☎ 43-9030

自衛官等の自衛官等の
募集募集

【自衛官候補生】
資格　18 歳以上 33 歳未満の方
受付期間　常時受け付け
試験日　受付時にお知らせします
　　　　京丹後地域事務所
☎ 0772-64-2498

令和５年度国税専門官令和５年度国税専門官
の募集の募集

受験資格・試験日などの詳細は、
国税庁ホームページの「採用情報

（https://www.nta.go.jp）」 を ご 覧
ください。
受付期間　３月 20 日（月）まで
※ 申し込みは、原則インターネッ
ト（https://www.jinji-shiken.go.jp/
juken.html）からお願いします
問　大阪国税局人事第二課試験係
☎ 06-6941-5331

新型コロナウイルス感染症の感染拡大防止のため、各種催しや相談などが中止または
変更になる場合があります。詳しくは、問い合わせ先までお願いします。

※ 掲載している情報は、２月 28 日（火）現在のものです

問

問

問

問・申

お知らせページ ＝問い合わせ先
＝申込先・方法

問
申 i ＝ お知らせ 催 ＝ 催し ＝ 募集募 ＝ 相談相 ＝ 講習会・講演会講

マイナポイント（第２弾）マイナポイント（第２弾）
の申込期間は５月末までの申込期間は５月末まで

マイナポイント（第２弾／最大
２万円相当分）の申込期限が、令
和５年５月末まで延長されました。
マイナポイントの受け取りを希望
する方は、期限内に手続きしてだ
さい。
対象者　令和５年２月末までにマ
イナンバーカードを申請した方、
またはすでにマイナンバーカード
をお持ちの方
　　マイナンバー総
合フリーダイヤル
☎ 0120-95-0178

有料道路通行料金の割有料道路通行料金の割
引措置の改正引措置の改正

身体障害者および知的障害者に対
する有料道路通行料金の割引につ
いて、実施要領の一部改正により、
３月 27 日（月）から次のとおり
の運用となります。
改正内容
■ １人１台要件の緩和
親族や知人等の所有する自家用車
やレンタカー、車検時の代車、タ
クシーなど、事前に登録した車両
以外についても、料金所で障害者
割引登録済であることを示すシー
ルが貼り付けられた障害者手帳等

を提示した場合は割引対象になり
ます
■ オンライン申請の導入
有料道路事業者においてマイナン
バーカードを活用したオンライン申請
が導入されます。なお、オンライン
申請導入後も、引き続き現行の福
祉担当窓口での申請も継続します。
※ 手続き方法などの詳細は、オ
ンライン申請受付サイト（https://
www.expressway-discount.jp） を
ご確認ください。なお、３月 26
日（日）まで利用できません
　　有料道路 ETC 割
引登録係
☎ 045-477-1233

i

i

問・申

i

問

問

問

問

スクールバス運転手・作業員・調理員（会計年度任用職員）の募集

項 目 スクールバス運転手 作業員 調理員

採 用 条 件
心身ともに健康で中型以上の自動
車運転免許証（AT 限定は不可）
を所持する方

心身ともに健康な方 心身ともに健康な方

採 用 人 数 若干名 １人 １人

業 務 内 容 登下校スクールバスおよび校外活
動などのバス運転（マイクロバス）

学校用務員
（勤務場所：三河内小学校）

給食調理員
（勤務場所：給食センター）

採 用 日 ４月１日～令和６年３月 31 日まで　※ 勤務成績に基づき再度任用あり

勤 務 日

【登下校スポット運転】
月～金曜日の午前７時～午後５時
の朝・夕
※ １日計４時間程度のスポット対
応勤務（加悦地域）

【校外活動等スポット運転】
校外活動時のみ（年間 150 日程度）
※ 学校行事などにより土日祝日に
勤務をお願いする場合があります

月～金曜日の午前７時 30 分
～午後４時（休憩１時間）
※ 学校行事などにより土日
祝日に勤務をお願いする場
合があります

月～金曜日の午前８時 30 分
～午後５時（休憩１時間）

報 酬 時間 1,188 円程度 月額 160,000 円程度 月額 158,000 円程度

その他の手当・
勤 務 条 件

与謝野町会計年度任用職員の報酬等及び費用弁償に関する条例等の規定により支給・勤務する
ことになります。

社 会 保 険 等 勤務日数・時間により共済組合・雇用保険等に加入します。

選 考 応募者の中から選考により採用者を決定します。なお、選考日（面接）は３月 24 日（金）を予
定しています。

問 ・ 申
３月 22 日（水）午後５時までに、申込用紙に必要事項を記入のうえ、
学校教育課（☎ 43-9025 ／加悦庁舎）へ。なお、申込書は学校教育課
および町ホームページ（右記の二次元コード）にあります。

i

マイナポイント

i

日本赤十字社

募

募

i

問

i

i

京都地方税機構 丹後地方事務所
京丹後市役所 大宮庁舎 ３階
問　☎ 0772-68-1041

滞納税相談窓口

今月の納期
３月31日（金）まで

国 民 健 康 保 険 税　第 10 期
介 護 保 険 料　第 10 期
後期高齢者医療保険料　第９期
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・・・・・
努力義務化

されます。

自転車ヘルメットの着用 が、

令和５年４月１日から、自転車を利用する方には、

｜道路交通法改正｜自
転
車
の
る
と
き

自
転
車
の
る
と
き

子
ど
も
も
大
人
も

子
ど
も
も
大
人
も

ヘ
ル
メ
ッ
ト

ヘ
ル
メ
ッ
ト

頭
57.7％

胸・腕・足など

42.3％

●● 自転車乗用中の死者の人身損傷主部位 自転車乗用中の死者の人身損傷主部位
（平成 29 年～令和 3年）（平成 29 年～令和 3年）

※ 「人身損傷主部位」とは、損傷程度が最も重い部分をいう
出典　令和４年４月警察庁交通局「自転車交通事故に係る分析」

●● ヘルメット着用状況別の致死率 ヘルメット着用状況別の致死率
（平成 24 年～令和 3年）（平成 24 年～令和 3年）

0.23％

0.57％

着用 非着用

約2.5倍 !

※ 「致死率」とは、死傷者のうち死者の占める割合
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